
細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
四
五

一
．
は
じ
め
に

　

本
稿
は
ペ
ル
ー
の
紛
争
（
一
九
八
〇
―
二
〇
〇
〇
）
の
初
期
段
階
で
起
こ
っ
た

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
の
分
析
を
通
じ
て
、
紛
争
及
び
ポ
ス
ト
紛
争
社
会
に
お
け
る

間
文
化
的
（
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
）
関
係
を
論
ず
る
。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
は
、

一
九
八
三
年
一
月
二
十
六
日
に
ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
の
山
岳
部
に
位
置
す
る
先
住
民

言
語
ケ
チ
ュ
ア
語
話
者
の
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
、
取
材
途
中
の
八
名
の
記
者
た
ち

が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
事
件
が
起
こ
っ
た
際
、
政
府
軍
及
び
政
府
は
、
記

者
た
ち
を
殺
害
し
た
の
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
農
民
＝
先
住
民
た
ち
で
あ
る
と
発

表
し
た
。
し
か
し
、
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
の
は
政
府
軍
で
は
な
い
か
と
考
え
た

市
民
に
よ
る
、事
件
の
真
相
究
明
を
求
め
る
大
規
模
な
デ
モ
が
首
都
リ
マ
で
起
こ
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ベ
ラ
ウ
ン
デ
・
テ
リ
ー
大
統
領
は
、
後
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞
（
二
〇
一
〇
年
）
す
る
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
を
委
員
長
と
す
る
「
ウ
チ
ュ

ラ
ハ
イ
事
件
調
査
委
員
会
」（Com

isión Investigadora de los Sucesos de 

U
churaccay

）、
通
称
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
を
組
織
し
た
。
調
査
委
員

会
は
、
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
の
は
村
人
た
ち
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
報
告
書
を

提
出
し
た（Inform

e de la Com
isión Investigadora de los sucesos de U

churaccay

）。

す
で
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
「
ブ
ー
ム
」
の
作
家
の
一
人
と
し
て
国
際
的
名

声
が
高
か
っ
た
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
は
、
事
件
を
め
ぐ
る
文
章
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
に
も
掲
載
し
て
い
る
（
写
真
１
）。
日
本
で
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
を

め
ぐ
る
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
の
文
章
は
、
集
英
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
［
世
界
の
文
学
］

十
九
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
リ
ョ
サ1990

）。

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
は
、ペ
ル
ー
の
紛
争
、す
な
わ
ち
「
恐
怖
の
時
代
（m

anchay 

tiem
po

）」
に
関
す
る
国
家
の
集
合
的
記
憶
に
お
い
て
重
要
な
部
分
を
構
成
し
て
き

た
。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
で
亡
く
な
っ
た
記
者
た
ち
は
「
殉
職
者
」
と
し
て
扱
わ
れ
、

毎
年
事
件
が
起
こ
っ
た
一
月
二
十
六
日
の
前
後
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
特
集
が
組
ま

れ
る
。
加
え
て
事
件
が
起
こ
っ
た
日
に
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
遺
族
及
び
記
者

た
ち
が
集
ま
り
式
典
が
開
催
さ
れ
る
。
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
場
所
に
は
十
字

架
が
た
て
ら
れ
（
写
真
２
）、
中
央
広
場
に
は
平
和
を
表
す
鳩
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

建
立
さ
れ
、
村
の
入
り
口
に
記
念
公
園
が
建
設
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
）。
八
名
の

記
者
が
「
殉
教
」
し
た
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
は
、
ペ
ル
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

お
い
て
、
真
実
を
追
求
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
魂
の
表
れ
と
し
て
、
記
者
た
ち
に

「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後 

　
―
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
の
裁
判
と
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
―

　
細
　
谷
　
広
　
美
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よ
る
英
雄
的
行
為
と
し
て
顕
彰
、
記
憶
さ
れ
て
き
た
（
写
真
４
）。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ

事
件
は
ペ
ル
ー
真
実
和
解
委
員
会
（Com

isión de la V
erdad y Reconciliación

）

の
最
終
報
告
書
（Inform

e Final 2003

）
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
に
関
す
る
多
く
の
文
章
が
書
か
れ
、
書
籍
が

出
版
さ
れ
て
き
て
い
るi

。
一
方
で
、
誰
が
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
の
か
、
政
府
軍

な
の
か
村
人
な
の
か
と
い
う
事
件
の
真
相
を
め
ぐ
っ
て
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で

議
論
が
続
い
て
き
て
お
り
、二
〇
一
〇
年
に
米
州
人
権
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
が
起
こ
っ
た
背
景
と
ペ
ル
ー
の
紛
争
に
つ
い
て

概
観
し
た
後
、
事
件
後
に
逮
捕
さ
れ
裁
判
を
経
て
服
役
し
た
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の

元
村
長
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
提
示
と
そ
の
分
析
を
す
る
。そ
し
て
、ウ
チ
ュ

ラ
ハ
イ
事
件
を
め
ぐ
る
ケ
チ
ュ
ア
語
世
界
と
ス
ペ
イ
ン
語
世
界
の
関
係
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
公
的
歴
史
と
公
的
歴
史
に
組
み
込
ま
れ
な
い
記

憶
や
歴
史
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
、
多
民
族
、
多
文
化
の
ポ
ス
ト
紛
争
社
会
に

お
け
る
課
題
を
考
察
す
る
。

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
は
事
件
後
、
反
政
府
組
織
と
政
府
軍
の
攻
撃
を
受
け
廃
墟
と

な
っ
た
。
村
が
再
建
さ
れ
た
の
は
、
フ
ジ
モ
リ
政
権
が
お
こ
な
っ
た
国
内
避
難
民

の
帰
還
支
援
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村

の
人
々
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
か
ら
の
国
内
避
難
民
、
亡
く
な
ら
れ
た
記
者
の
遺
族
、

お
よ
び
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
続
け
て
き
た
。
元
村
長
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、
刑
を
終
え
た
元
村
長
が
、
再
建
さ
れ
た
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
戻
っ
て

い
た
際
の
二
〇
〇
四
年
に
数
回
に
分
け
て
ケ
チ
ュ
ア
語
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

作
業
は
ケ
チ
ュ
ア
語
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
テ
ー
プ
起
こ
し
し
、
そ
れ
を
ス

ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
し
、
さ
ら
に
日
本
語
に
翻
訳
す
る
と
い
う
手
順
を
と
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
録
音
の
テ
ー
プ
起
こ
し
、
ケ
チ
ュ
ア
語
か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
へ

の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
ケ
チ
ュ
ア
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
調
査
助

手
、
ケ
チ
ュ
ア
語
教
員
の
方
た
ち
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ケ
チ
ュ
ア
語
は
村
や

地
域
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
た
め
、
ケ
チ
ュ
ア
語
か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
へ
の
翻
訳
に

あ
た
っ
て
は
専
門
家
と
何
度
も
や
り
と
り
を
し
、
訳
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
繰
り
返

し
た
。

　

元
村
長
が
語
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
農
地
改
革
前
の
時
代
か
ら
事
件

が
起
こ
る
ま
で
の
村
の
歴
史
、
そ
し
て
元
村
長
の
裁
判
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
時

代
を
生
き
た
当
事
者
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
関
係
者
が
存
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
筆
者
は
公
開
す
る
こ
と
を
躊

躇
し
て
き
た
。
が
、
二
〇
一
五
年
に
、
ペ
ル
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
サ
ン
チ
ェ

ス
（Sanchez

）
兄
弟
に
よ
る
『 

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
：
徒
歩
で
来
た
者
は
命
を
落
と

す
で
あ
ろ
う
村
（U

churaccay: El pueblo donde m
orirán los que llegaban a pie

）』

が
出
版
さ
れ
、
筆
者
が
書
く
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
き
た
二
名
の
非
先
住
民
女
性
の

反
政
府
組
織
と
の
関
係
が
同
書
で
ふ
れ
ら
れ
、
現
地
で
公
の
議
論
の
場
に
お
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
公
刊
す
る
こ
と
に
し
た
。
事
件
を
直
接
経
験
し
た
村

人
た
ち
が
高
齢
化
し
、
す
で
に
故
人
と
な
っ
た
方
々
も
い
る
こ
と
、
加
え
て
現
在

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ペ
ル
ー
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。

た
だ
し
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
調
査
委
員
会
報
告
書
、
真
実
和
解
委
員
会
最
終
報

告
書
、
サ
ン
チ
ェ
ス
兄
弟
に
よ
る
著
書
等
で
は
実
名
で
書
か
れ
て
い
る
名
前
を
本

稿
で
は
一
部
仮
名
と
し
て
い
る
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
四
七

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
元
村
長
の
語
り
は
、
ア
ン
デ
ス
の
一
先
住
民
に
よ
る
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
通
じ
て
、
非
先
住
民
の
世
界
と
先
住
民
の
世
界
、
ス
ペ
イ

ン
語
と
ケ
チ
ュ
ア
語
と
い
う
異
な
る
言
語
世
界
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
世
界
を
構

成
し
つ
つ
も
、
時
に
重
な
り
影
響
し
合
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
が
紛
争
、
裁
判
、

ポ
ス
ト
紛
争
社
会
と
い
う
特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
互
い
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ン
デ
ス

の
農
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
ケ
チ
ュ
ア
語
話
者
の
先
住
民
が
、
農
地
改
革
や
紛
争
、

そ
し
て
裁
判
を
ど
の
よ
う
に
経
験
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
ア
ン
デ
ス
の
一
先
住

民
／
農
民
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
言
葉

を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
語
り
は
い
わ
ゆ
る
「
正
史
（offi

cial history

）」

と
し
て
の
歴
史
を
構
成
す
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
先
住
民
の
人
々
の

経
験
、
記
憶
が
な
ぜ
公
的
歴
史
を
構
成
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い

へ
の
回
答
を
含
ん
で
い
る
。

　

ア
ン
デ
ス
の
先
住
民
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
、
ク
ス

コ
出
身
の
文
化
人
類
学
者
リ
カ
ル
ド
・
バ
ル
デ
ラ
マii

と
カ
ル
メ
ン
・
エ
ス
カ
ラ
ン

テ
夫
妻
に
よ
る
『
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
コ
ン
ド
リ
・
マ
マ
ニ
（Gregorio Condori 

M
am

ani

）』が
あ
る（V

alderram
a &

 Escalane 1979

）。こ
の
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

は
、
ア
ン
デ
ス
研
究
に
お
け
る
金
字
塔
と
な
っ
て
き
た
。
バ
ル
デ
ラ
マ
教
授
は
若

か
り
し
頃
、「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
が
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
調
査
に
行
く

際
に
、
後
に
文
化
大
臣
と
な
っ
た
文
化
人
類
学
者
の
フ
ァ
ン
・
オ
シ
オ
博
士
や
著

名
な
歴
史
学
者
兼
文
化
人
類
学
者
の
ル
イ
ス
・
ミ
リ
ョ
ネ
ス
博
士
と
と
も
に
同
行

し
通
訳
を
務
め
て
い
る
。
バ
ル
デ
ラ
マ
教
授
に
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
に
つ
い
て
伺

お
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
当
時
は
ま
だ
第
二
次
ア
ラ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
政
権
下

（2006-2011

）
で
あ
っ
た
た
め
、
事
件
の
調
査
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と
は
か
な

わ
な
か
っ
た
。

　

紛
争
と
直
接
か
か
わ
る
ケ
チ
ュ
ア
語
話
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
は
、

ル
ル
ヒ
オ
・
ガ
ビ
ラ
ン
（Lurgio Gavilán

）
に
よ
る
『M

em
oria de un soldado 

descononocido

』（
無
名
兵
士
の
記
憶
）、『 Carta al teniente Shogun

』（「
将
軍
」iii

へ
の
手
紙
）
が
あ
る
。
ガ
ビ
ラ
ン
は
十
二
才
か
ら
少
年
兵
と
し
て
、
最
初
は
セ
ン

デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
共
に
戦
い
、
後
に
政
府
軍
の
も
と
で
戦
っ
た
後
教
会
で
学
ん
だ
。

そ
の
後
メ
キ
シ
コ
の
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
大
学
で
人
類
学
を
学
び
、
現
在
は
ペ
ル
ー

ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
あ
る
国
立
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ
ル
・
デ
・
ワ
マ
ン
ガ
大
学
で
教
鞭

を
と
る
文
化
人
類
学
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。『
無
名
兵
士
の
記
憶
』（
邦
訳
未
定
）

は
様
々
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
大
学
で
ガ
ビ
ラ
ン
と
と

も
に
学
ん
だ
メ
キ
シ
コ
在
住
の
文
化
人
類
学
者
、
黒
宮
亜
紀
氏
に
よ
る
邦
訳
が
ま

も
な
く
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
ホ
セ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ア
グ
エ
ロ
（José 

Carlos A
güero

）
が
、
そ
の
半
生
を
書
い
た
『Los rendidos: Sobre el don de 

perdonar

』（
降
伏
：
赦
し
の
賜
物
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ア
グ
エ
ロ
は
、
現
在

歴
史
学
者
、
小
説
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

元
村
長
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で

は
元
村
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
日
本
語
訳
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
上
段
に
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
め
ぐ
る
文
化
的
翻
訳
（
注
釈
）
を
下
段
に
記
す
と
い
う
試
み
を
し
て
い
る
。
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二
．
ペ
ル
ー
の
紛
争
と
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
の
背
景

　

ペ
ル
ー
共
和
国
は
中
央
ア
ン
デ
ス
に
位
置
す
る
。
人
口
は
約
三
二
、

五
一
〇
四
五
三
人
（2019

年
、世
銀
）、国
土
面
積
は
約
百
二
十
九
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
日
本
の
約
三
、四
倍
に
相
当
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
植
民
地
支
配
を
経
た

こ
と
で
主
た
る
宗
教
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
で
あ
る
。
人
口
構
成
は
先
住
民
四
五
％
、

混
血
三
七
％
、欧
州
系
一
五
％
、ア
フ
リ
カ
系
、中
国
系
、日
系
を
含
む
そ
の
他
三
％

で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
も
先
住
民
人
口
の
割
合
が
高
い
。
先
住
民
は
数

の
う
え
で
は
む
し
ろ
多
数
派
で
あ
る
。

　

広
大
な
領
域
を
そ
の
支
配
下
に
お
い
て
い
た
イ
ン
カ
帝
国
の
中
心
で
あ
っ
た
ク

ス
コ
は
、
ペ
ル
ー
に
位
置
す
る
。
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
ア
ス
テ
カ
王
国
に
次
い
で
、

イ
ン
カ
帝
国
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
が
、
ス
ペ
イ
ン
が
南
ア
メ
リ
カ
で
勢
力
を
拡
大
す

る
契
機
と
な
っ
た
。
約
三
百
年
に
わ
た
る
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
後
、

一
八
二
一
年
に
独
立
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、独
立
が
新
大
陸
生
ま
れ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
の
人
々
で
あ
る
ク
リ
オ
ー
リ
ョ
た
ち
を
中
心
に
実
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

植
民
地
時
代
に
形
成
さ
れ
た
人
種
間
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
関
係
は
温
存
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
現
在
も
数
の
う
え
で
は
少
数
派
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
々
が
、

社
会
の
な
か
で
エ
リ
ー
ト
層
を
構
成
し
て
い
る
。
先
住
民
の
多
く
は
「
農
民
」
と

な
り
、人
種
と
貧
富
の
差
が
密
接
に
関
係
す
る
著
し
い
格
差
社
会
を
構
成
し
て
い
る
。

　

ペ
ル
ー
の
紛
争
は
、毛
沢
東
系
の
反
政
府
組
織「
ペ
ル
ー
共
産
党
─
輝
け
る
道（
セ

ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
）」（Partido Com

unista del Perú-Sendero Lum
inoso

、

以
下
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
記
す
）
が
、
一
九
八
〇
年
に
武
装
闘
争
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
反
政
府
組
織
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
リ
ー

ダ
ー
、
ア
ビ
マ
エ
ル
・
グ
ス
マ
ン
・
レ
イ
ノ
ソ
は
、
山
岳
部
ア
ン
デ
ス
地
域
に
位

置
す
る
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
の
県
都
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
あ
る
国
立
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
バ

ル
・
デ
・
ワ
マ
ン
ガ
大
学
の
哲
学
教
授
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
ー
国
内
は
首
都
リ
マ
を

中
心
と
す
る
海
岸
部
と
、
先
住
民
人
口
が
多
い
山
岳
部
、
熱
帯
雨
林
地
域
に
大
き

く
分
か
れ
て
お
り
、
山
岳
部
に
位
置
す
る
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
は
、
国
内
で
も
最
も
貧

し
い
県
の
一
つ
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
が
元
大
学
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
セ
ン

デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
核
は
、
大
学
教
員
、
学
生
を
は
じ
め
と
す
る

都
市
の
メ
ス
テ
ィ
ソ
（m

estizo

）iv

で
あ
っ
た
。
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は
、
中
国

革
命
を
実
施
し
た
毛
沢
東
に
倣
い
、「
農
村
部
か
ら
都
市
を
囲
む
」
と
い
う
戦
略
を

と
っ
た
。
そ
し
て
、
山
岳
部
で
武
装
闘
争
を
開
始
し
、
山
岳
部
の
都
市
へ
と
勢
力

を
拡
大
し
、
最
終
的
に
太
平
洋
岸
に
面
し
た
海
岸
部
に
位
置
し
国
家
の
中
枢
で
あ

る
首
都
リ
マ
を
制
圧
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ

が
武
装
闘
争
を
開
始
し
た
山
岳
部
の
農
村
地
域
は
、
ケ
チ
ュ
ア
語
を
は
じ
め
と
す

る
先
住
民
言
語
を
話
す
人
々
が
居
住
す
る
先
住
民
地
域
で
も
あ
っ
た
。
ペ
ル
ー
で

は「
ペ
ル
ー
革
命
」を
実
施
し
た
ベ
ラ
ス
コ
軍
事
政
権
下
で
、「
イ
ン
デ
ィ
オ（indio

）」

と
い
う
言
葉
を
差
別
的
で
あ
る
と
し
、「
イ
ン
デ
ィ
オ
」
は
「
先
住
民
（indígena

）」

で
は
な
く
「
農
民
」（cam

pesino

）
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
武
装
蜂
起
は
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
の
ケ
チ
ュ
ア
語
話
者

の
村
、
チ
ュ
ス
チ
村
で
は
じ
め
ら
れ
た
。
チ
ュ
ス
チ
村
は
、
文
化
人
類
学
的
に
は

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
武
装
蜂
起
前
に
調
査
し
た
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者

ビ
ー
ジ
ェ
・
ジ
ー
ン
・
イ
ズ
ベ
ル（Bille Jean Isbell

）の
民
族
誌
で
知
ら
れ
る（Isbell 



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
四
九

1985

（1978

））。
そ
の
民
族
誌
の
な
か
で
も
移
住
者
た
ち
の
存
在
と「
ペ
ル
ー
革
命
」

の
影
響
に
よ
る
政
治
組
織
の
変
化
の
一
端
が
伺
え
る
。
当
初
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ

ノ
ソ
の
コ
ア
・
メ
ン
バ
ー
と
彼
ら
が
武
装
闘
争
を
開
始
し
た
村
の
人
々
の
間
に
は
、

メ
ス
テ
ィ
ソ
と
先
住
民
と
い
う
相
違
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
お
こ
な
い
、
革
命
学
校
へ
の
参
加
を
強
制
し
、
一

方
で
恐
怖
に
よ
っ
て
人
々
を
支
配
す
る
こ
と
で
、
村
落
内
に
も
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ

ノ
ソ
に
加
わ
る
人
々
が
現
れ
、
反
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
人
々
と
の
間
に
対
立

が
生
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
武
装
闘
争
は
先
住
民
の
人
々
を
も
巻
き
込
む
こ
と
に
な

り
、
村
落
内
及
び
村
落
間
の
争
い
へ
と
発
展
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
三
年
後
半
に
、

政
府
が
非
常
事
態
宣
言
地
域
に
政
府
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
と
、
反
政

府
軍
、
政
府
軍
双
方
に
よ
る
先
住
民
地
域
で
の
大
規
模
な
殺
戮
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、政
権
は
ベ
ラ
ウ
ン
デ
大
統
領
（
一
九
八
〇
―
一
九
八
五
）
か
ら
ア
ラ
ン
・

ガ
ル
シ
ア
大
統
領
（
一
九
八
五
―
一
九
九
〇
）
へ
と
移
っ
た
。
こ
の
間
、セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
勢
力
は
拡
大
し
て
い
き
、
他
方
で
別
の
反
政
府
組
織
「
ト
ゥ
パ
ッ
ク
・

ア
マ
ル
革
命
運
動
」（M

ovim
iento Revolucionario Túpac Am

aru :M
RTA

）
も
蜂

起
し
た
。「
ト
ゥ
パ
ッ
ク
・
ア
マ
ル
革
命
運
動
」
は
、
日
本
で
は
一
九
九
六
年
に
日

本
大
使
公
邸
占
拠
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ

は
一
九
八
八
年
に
首
都
リ
マ
に
到
達
し
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。
一
方
、
一
九
九
〇

年
の
大
統
領
選
で
は
、
最
有
力
候
補
と
さ
れ
て
い
た
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
を
打
ち

破
り
、「
ツ
ナ
ミ
」
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
た
日
系
人
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
が

大
統
領
に
当
選
し
た
。
他
方
で
一
九
九
二
年
に
入
る
と
、
サ
ン
・
イ
シ
ド
ロ
区
や

ミ
ラ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
区
な
ど
、
首
都
の
な
か
で
も
国
内
の
エ
リ
ー
ト
層
が
居
住
す

る
地
区
で
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
車
爆
弾
を
用
い
た
本
格
的
な
テ
ロ
攻
撃

が
は
じ
ま
っ
たv

。

　

こ
う
し
た
な
か
、
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
一
九
九
二
年
四
月
に
無
血
の
自
主
ク
ー

デ
タ
ー
（auto-golpe

）
を
敢
行
し
た
。
こ
れ
は
国
際
的
に
民
主
主
義
に
反
す
る
行

為
と
み
な
さ
れ
国
民
投
票
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
国
民
の
過
半
数
が
大
統
領
を
支

持
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
フ
ジ
モ
リ
政
権
が
権
威
主
義
的
で
反
民
主
的
政
権
と

み
な
さ
れ
る
端
緒
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
政
権
が
長
期
化
す
る
な
か
、
テ
ロ
鎮
圧
過

程
で
の
人
権
侵
害
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
フ
ジ
モ
リ
大
統
領

は
、
そ
れ
ま
で
二
期
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
大
統
領
の
任
期
を
、
憲
法
改
正
を
す
る

こ
と
で
三
期
連
続
を
可
能
に
し
た
。
が
、
三
期
目
が
は
じ
ま
っ
た
直
後
の

二
〇
〇
〇
年
に
国
家
情
報
局
の
顧
問
モ
ン
テ
シ
ノ
ス
の
汚
職
の
ビ
デ
オ
が
公
開
さ

れ
、
フ
ジ
モ
リ
自
身
も
明
確
な
理
由
を
伝
え
な
い
ま
ま
突
然
辞
任
し
日
本
に
逃
亡

し
た
。
こ
の
時
、
本
来
大
統
領
に
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
隠
し
て
き
た
日
本
と
の

二
重
国
籍vi

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

フ
ジ
モ
リ
の
日
本
へ
の
逃
亡
の
後
を
引
き
継
い
だ
パ
ニ
ア
グ
ア
暫
定
政
権
は
、

暴
力
の
時
代
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
調
査
す
る
真
実
委
員
会
の
設
置
を
決
め
、
続
く

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ト
レ
ド
政
権
下
の
二
〇
〇
一
年
に
「
真
実
和
解
委
員
会
」
の
名

称
で
正
式
に
調
査
活
動
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
八
月
二
十
八
日
に
提
出

さ
れ
た
真
実
和
解
委
員
会
の
最
終
報
告
書
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま

で
の
死
者
及
び
行
方
不
明
者
は
六
九
二
八
〇
人
で
あ
っ
た
と
推
計
し
て
い
る
。
そ

の
原
因
に
つ
い
て
は
五
十
四
％
が
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
も
の
、

三
十
七
％
が
政
府
軍
、
警
察
組
織
な
ど
の
国
家
機
関
に
よ
り
、
残
り
は
も
う
一
つ
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一
五
〇

の
反
政
府
組
織
ト
ゥ
パ
ッ
ク
・
ア
マ
ル
革
命
運
動
や
判
明
し
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
死
者
及
び
行
方
不
明
者
の
う
ち
、
七
十
五
％
が
先

住
民
言
語
を
母
語
と
す
る
人
々
で
あ
り
、
紛
争
の
被
害
は
先
住
民
の
間
で
、
最
も

過
酷
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
が
武

装
闘
争
を
開
始
し
た
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
の
死
者
及
び
行
方
不
明
者
は
全
体
の
四
十
％

以
上
を
占
め
て
い
た
。
真
実
和
解
委
員
会
の
報
告
書
提
出
時
、
ベ
ラ
ウ
ン
デ
元
大

統
領
は
故
人
と
な
っ
て
い
た
。
フ
ジ
モ
リ
元
大
統
領
は
、
恩
赦
法
が
無
効
と
な
っ

た
後
刑
事
裁
判
を
通
じ
て
二
十
五
年
の
禁
錮
刑
に
処
さ
れ
た
。
ガ
ル
シ
ア
大
統
領

は
再
選
（
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
一
一
年
）
し
た
が
、
二
〇
一
九
年
に
汚
職
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
る
直
前
に
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
し
て
い
る
。

　

三
．
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
は
、
ベ
ラ
ウ
ン
デ
大
統
領
が
一
九
八
二
年
後
半
に
非
常
事

態
宣
言
地
域
へ
政
府
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
起

こ
っ
て
い
る
。
当
時
海
軍
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
が
位
置
す
る
ワ
ン
タ
郡
の
中
心

の
街
ワ
ン
タ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
に
基
地
を
建
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
。
事
件
に

先
立
つ
一
九
八
三
年
一
月
二
十
三
日
に
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
ワ
ン
タ
郡
の
ケ
チ
ュ
ア

語
話
者
の
ワ
イ
チ
ャ
オ
村
で
、
村
人
た
ち
が
七
名
の
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ

ン
バ
ー
を
殺
害
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
非
常
事
態
宣
言
地
域
の
政
府

軍
の
ト
ッ
プ
と
ベ
ラ
ウ
ン
デ
大
統
領
は
、
ワ
イ
チ
ャ
オ
村
の
村
人
の
行
為
を
称
賛

し
た
。
し
か
し
、
国
内
の
左
翼
系
の
人
々
は
事
件
を
政
府
も
し
く
は
政
府
軍
に
よ

る
捏
造
と
考
え
た
。
貧
し
い
農
民
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ

が
農
民
た
ち
に
危
害
を
加
え
る
は
ず
は
な
く
、
実
際
に
は
政
府
軍
が
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
を
殺
害
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
住
民
（
農
民
）

に
よ
る
と
す
る
こ
と
で
、
先
住
民
（
農
民
）
と
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
が
反
目
し

て
い
る
と
す
る
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
当
時
ペ
ル
ー
の
左
翼
系
の
人
々
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
を

キ
ュ
ー
バ
革
命
の
時
代
か
ら
の
反
政
府
ゲ
リ
ラvii

の
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
殺
害
さ
れ
た
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
、
ワ
ン
タ

で
行
方
不
明
に
な
っ
た
中
学
生
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
疑
惑
を
強
め
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
異
な
る
新
聞
社
、
雑
誌
社
に
所
属
す
る
八
名
の
記
者
た
ち
が
、

真
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
グ
ル
ー
プ
を
組
み
一
九
八
三
年
一
月
二
十
六
日
の
早

朝
に
ワ
イ
チ
ャ
オ
村
へ
と
向
か
っ
た
。
ワ
イ
チ
ャ
オ
村
へ
向
か
っ
た
八
名
の
記
者

は
、「
オ
イ
ガ
誌
」
の
ア
マ
ド
ー
ル
・
ガ
ル
シ
ア
、「
エ
ル
・
オ
ブ
セ
ル
バ
ド
ー
ル
誌
」

の
ウ
ィ
リ
ー
・
レ
ッ
ト
と
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
＝
メ
ン
デ
ィ
ビ
ル
、「
ラ
・
レ
ウ
ブ
リ

カ
紙
」
の
ホ
ル
ヘ
・
セ
ダ
ノ
、「
エ
ル
・
デ
ィ
ア
リ
オ
・
デ
・
マ
ル
カ
紙
」
の
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
デ
・
ラ
・
ピ
ニ
エ
ー
リ
ャ
、
ペ
ド
ロ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

ガ
ビ
ラ
ン
、「
ノ
テ
ィ
シ
ア
紙
」
の
オ
ク
タ
ビ
オ
・
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
で
あ
っ
た
。
案

内
役
を
務
め
た
の
は
、
ワ
イ
チ
ャ
オ
村
近
隣
の
出
身
で
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
新
聞

を
発
行
し
て
い
た
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
で
あ
っ
た
（
写
真
５
）。

　

一
行
は
、
早
朝
に
タ
ク
シ
ー
で
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
を
出
発
し
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
か

ら
約
四
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ヤ
ナ
オ
ル
コ
（
山
）
が
あ
る
ト
ク
ト
湖
の
近
く
ま

で
行
き
、
そ
こ
で
降
り
た
後
徒
歩
で
山
道
を
登
っ
た
。
途
中
、
チ
ャ
カ
バ
ン
バ
に

あ
る
イ
ン
フ
ァ
テ
の
母
の
家
で
短
時
間
休
ん
だ
。
そ
こ
で
、
ラ
バ
と
馬
を
借
り
、



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
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と
先
住
民
の
そ
の
後

一
五
一

イ
ン
フ
ア
ン
テ
の
異
父
弟
で
あ
る
フ
ア
ン
・
ア
ル
グ
メ
ド
が
案
内
役
と
し
て
付
き

添
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
八
名
が
予
定
通
り
に
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
戻
ら
な
か
っ
た
た
め
、

ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
残
っ
た
仲
間
の
記
者
が
当
局
に
報
告
し
た
。
一
方
で
、
息
子
た

ち
を
含
む
一
行
が
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
母
の
も
と
に
、
一
月

二
十
七
日
の
朝
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
の
殺
害
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。
知
ら
せ
を
受

け
た
母
、
妹
、
ア
ル
グ
メ
ド
の
妻
は
急
い
で
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
向
か
っ
た
。
し

か
し
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
着
く
と
村
人
た
ち
に
捕
ら
え
ら
れ
監
禁
さ
れ
た
。
翌

日
解
放
さ
れ
る
と
、
タ
ン
ボ
に
行
き
通
報
し
た
。
他
方
で
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の

村
人
た
ち
は
ワ
ン
タ
に
行
き
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
た
ち
を
殺
害
し
た
と
い
う

報
告
を
し
た
。
こ
う
し
て
当
局
が
現
場
に
行
き
、
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
当
局
と
記
者
た
ち
は
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
現

場
に
向
か
い
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
八
名
の
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
事

件
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
ワ
イ
チ
ャ
オ
村
で
起
こ
っ

た
こ
と
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
現
地
に
赴
い
た
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ

た
こ
と
で
、
左
翼
系
の
人
々
や
人
権
団
体
の
疑
惑
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。
こ
の

結
果
、
首
都
リ
マ
で
真
相
究
明
を
求
め
る
大
規
模
な
デ
モ
が
実
行
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
動
き
を
受
け
、
ベ
ラ
ウ
ン
デ
大
統
領
は
国
際
的
に
著
名
な
文
学
者
バ
ル
ガ
ス
・

リ
ョ
サ
を
委
員
長
と
す
る
「
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
調
査
委
員
会
」、
通
称
「
バ
ル
ガ

ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
委
員
会
の
調
査
報
告
書
は
、
八
名
の
記
者

た
ち
を
殺
害
し
た
の
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
村
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

し
か
し
、
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
の
は
政
府
軍
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
は
現
在

に
い
た
る
ま
で
続
い
て
き
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ア
ン
デ
ス
山
中
の
小
さ
な
村
の
名

は
、
こ
の
事
件
を
通
じ
て
世
界
的
に
有
名
と
な
っ
た
。
事
件
後
、
三
名
の
村
人
が

逮
捕
さ
れ
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
及
び
首
都
リ
マ
で
お
こ
な
わ
れ
た
裁
判
を
経
て
、
有

罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
は
、
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
、
政
府
軍
双
方
の
攻
撃
に
よ
り
村
人
の
虐
殺
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
で
、

村
自
体
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
ワ
ン
タ
郡
の
高
地
の
い
く
つ
も
の
先
住
民

村
が
廃
墟
と
な
っ
て
い
る
。
生
き
残
っ
た
村
人
た
ち
は
国
内
避
難
民
と
な
り
、
近

隣
村
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
が
位
置
す
る
ワ
ン
タ
郡
の
中
心
の
街
ワ
ン
タ
、
熱
帯
雨

林
地
域
（
セ
ル
バ
）、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
、
首
都
リ
マ
等
に
逃
げ
の
び
た
。
紛
争
が
拡

大
す
る
な
か
で
各
地
を
転
々
と
し
、
逃
げ
の
び
た
先
で
命
を
落
と
す
村
人
も
少
な

く
な
か
っ
た
。

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
は
ま
た
、
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
野
蛮
な
人
々
と
み

な
さ
れ
る
差
別
に
も
直
面
し
た
。「
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
村
人
」
と
い
う
言
葉
は
、

ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
は
先
住
民
を
罵
倒
す
る
と
き
の
侮
蔑
語
と
な
っ
た
。
ス
テ
ィ
グ

マ
は
時
に
は
生
命
の
危
険
す
ら
と
も
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の

人
々
は
避
難
先
で
自
ら
の
出
身
地
を
偽
っ
て
暮
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

一
九
九
二
年
九
月
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

グ
ス
マ
ン
が
逮
捕
さ
れ
る
と
、
紛
争
は
徐
々
に
鎮
静
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た

な
か
、
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
国
内
避
難
民
が
出
身
村
へ
帰
還
す
る
こ
と
を
支
援
す

る
「
再
定
住
化
支
援
国
家
計
画
（PA

R : Program
a N

acional de A
poyo a la 
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」を
実
施
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、村
人
た
ち
は
一
九
九
三
年
か
ら
徐
々

に
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
帰
還
し
は
じ
め
村
を
再
建
し
た
。
村
に
戻
っ
た
人
々
は
、

草
の
み
が
生
い
茂
り
廃
墟
と
化
し
た
変
わ
り
果
て
た
故
郷
の
姿
に
涙
し
た
。
帰
還

当
初
、
地
域
は
ま
だ
安
全
と
は
い
え
ず
、
政
府
軍
が
数
年
間
に
わ
た
っ
て
近
く
に

キ
ャ
ン
プ
を
設
置
し
村
の
人
々
の
安
全
を
守
っ
た
。
そ
の
後
、
次
々
に
村
人
た
ち

が
帰
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
は
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
現
在
は
地
区

（distrito

）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
様
々
な
理
由
で
帰
還
し
な
か
っ
た
村
人
た

ち
も
少
な
く
な
い
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
五
三

四
．
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
元
村
長
の
語
り

（
１
）
農
園
主
と
先
住
民
（
農
民
）

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村1

は
、
昔
は
一
つ
の
農
園
（hacienda

ア
シ
エ
ン
ダ
）
で
し
た
。

一
人
の
農
園
主
（hacendado

ア
セ
ン
ダ
ー
ド
）
の
下
、二
つ
の
パ
ゴ
（pago

地
区
）

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
農
園
は
二
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は

ま
だ
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
口
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
み
ん
な
知
り
合

い
で
し
た
。
私
は
八
歳
か
十
歳
で
し
た
。
今
（
二
〇
〇
四
年
）
七
十
一
歳
で
、
今

年
の
十
二
月
二
十
四
日
に
七
十
二
歳
に
な
り
ま
す
。

当
時
は
農
園
主
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
農
園
主

が
こ
の
村
を
作
り
、
二
体
の
聖
人
像
を
寄
進
し
ま
し
た
。
農
園
主
た
ち
は
、「
聖
人

に
尽
く
し
な
さ
い
。
単
な
る
義
務
と
し
て
で
は
な
く
、
十
分
敬
意
を
払
う
よ
う
に

し
な
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、み
ん
な
で
順
番
に
祭
り
の
カ
ル
ゴ
（cargo

責
務
、
祭
り
の
世
話
人
の
役
割
）2

を
し
て
、
聖
人
の
行
列
（
祭
り
）
を
し
ま
し
た
。

ミ
サ
の
た
め
に
司
祭
を
招
い
た
と
き
は3

、
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
（varayoq

）4

が
食
事
を
用

意
し
て
接
待
を
す
る
責
任
が
あ
り
ま
し
た
。

祭
は
四
月
に
復
活
祭
、
そ
れ
か
ら
五
月
に
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
（
聖
霊
）

の
祭
（
十
字
架
の
祭
の
こ
と
）
が
あ
り
ま
し
た5

。
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
（
教

会
に
あ
っ
た
十
字
架
を
指
す
）
に
は
羽
を
広
げ
て
飛
ぶ
白
い
鳩
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
七
月
十
六
日
と
十
七
日
に
マ
マ
チ
ャ
・
カ
ル
メ
ン6

。
十
月
七
日
は

聖
ロ
サ
リ
オ
。
村
の
守
護
聖
人7

は
聖
ロ
サ
リ
オ
で
し
た
。
大
き
く
て
婦
人
の
姿
を

1　

法
的
に
は
厳
密
に
は
「
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
」
は
集
団
と
し
て
は
様
々
な
名
称
を
経
て
き

て
お
り
、こ
こ
で
は
集
落
を
含
め
人
々
が
一
つ
の
集
団
と
み
な
し
て
き
た
「
ム
ラ
」
を
指
す
。

後
に
み
る
よ
う
に
農
地
改
革
に
よ
っ
て
「
イ
ン
デ
ィ
オ
共
同
体
」
は
農
園
に
所
属
す
る
集

団
と
「
農
民
共
同
体
（Com

unidad cam
pesina

）」
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。
こ
の
た
め
、

文
脈
に
よ
っ
て
村
は
「
農
民
共
同
体
」
の
側
の
み
を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
村
人

が
「
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
」
と
い
っ
た
と
き
は
、
文
脈
に
よ
っ
て
村
の
中
心
部
の
み
を
指
す
場

合
も
あ
る
。

２　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
広
く
み
ら
れ
る
カ
ル
ゴ
・
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。
カ
ル
ゴ
（
責
務
）

を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
威
信
を
獲
得
し
て
い
く
。

３　

村
に
は
教
会
が
あ
っ
た
が
、
司
祭
が
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
祭
り
の
た
め
に
司
祭
を
招

き
丁
重
に
も
て
な
し
た
。
ま
た
祭
り
の
た
め
に
村
に
司
祭
が
き
た
機
会
を
利
用
し
て
、
ま

と
め
て
結
婚
式
や
洗
礼
式
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。

４　

vara

（
バ
ラ
）
は
権
杖
、yoq

は
ケ
チ
ュ
ア
語
で
所
有
を
表
し
、
文
字
通
り
訳
す
と
「
権

杖
を
持
つ
人
」
の
意
。
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
は
ア
ン
デ
ス
地
域
に
広
く
み
ら
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の

宗
教
儀
礼
と
結
び
つ
い
た
村
の
最
も
重
要
で
権
威
が
あ
る
政
治
宗
教
的
組
織
で
あ
る
。
バ

ラ
ヨ
ッ
ク
に
所
属
す
る
人
々
（
カ
ル
ゴ
を
引
き
受
け
た
人
々
）
は
役
職
に
応
じ
て
権
杖
を

所
持
し
て
い
た
（
細
谷1997

）。
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
の
長
は
ア
ル
カ
ル
デ
（alcalde

）
で
あ
り
、

ア
ル
カ
ル
デ
・
バ
ラ
と
も
呼
ば
れ
た
。

５　

ア
ン
デ
ス
の
村
で
は
五
月
に
十
字
架
の
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
村
落
内
に
た
て
ら
れ
た

十
字
架
が
す
べ
て
教
会
に
集
め
ら
れ
ミ
サ
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ア
ン
デ
ス
で
お
こ
な
わ
れ

る
十
字
架
の
祭
り
に
つ
い
て
は
（
細
谷1997

）
に
詳
し
い
。

６　

聖
カ
ル
メ
ン
の
こ
と
。「
マ
マ
（m

am
a

）」
は
ケ
チ
ュ
ア
語
で
女
性
へ
の
敬
称
で
も
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
は
母
を
意
味
す
る
。「
チ
ャ
」
は
愛
情
や
親
し
み
を
込
め
た
接
尾
辞
。

７　

新
大
陸
で
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
を
受
け
た
地
域
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
布
教
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
各
村
、
街
ご
と
に
教
会
が
あ
り
、
村
、
街
の
守
護
聖
人
が
い
る
。
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し
て
い
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ン
（patrón 

主
人
、
農
園
主
の
こ
と
）
が
子
供
を
抱
い

た
聖
ロ
サ
リ
オ
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
私
も
聖
人
に
寄
進

し
ま
し
た
。

農
園
に
属
し
て
い
た
時
代
、
私
た
ち
は
農
園
の
所
有
者
で
あ
る
パ
ト
ロ
ン
の
た

め
に
、
順
番
に
一
週
間
、
全
く
報
酬
も
な
く
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

村
の
上
の
方
に
住
ん
で
い
る
家
族
か
ら
始
ま
り
、
順
番
に
下
方
に
住
ん
で
い
る
家

族
が
交
代
で
パ
ト
ロ
ン
の
家
に
行
き
ま
し
た8

。
全
員
が
パ
ト
ロ
ン
に
奉
仕
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
毎
年
マ
ル
カ
リ
（
地
名
）
ま
で
行
っ
て
、

パ
ト
ロ
ン
の
た
め
に
荷
物
を
運
ん
で
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も

そ
れ
は
た
だ
働
き
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
リ
ャ
マ
や
馬
な
ど
の
荷
役
獣
を
用
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ス
に
比
し
て
メ
ス
の
荷
役
獣
は
半
分
し
か

担
げ
ま
せ
ん
で
し
た9

。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
か
ら
マ
ル
カ
リ
ま
で
、
徒
歩
で
丸
一
日
か

か
り
ま
し
た
。
前
日
に
荷
を
用
意
し
、
翌
朝
三
時
頃
に
マ
ル
カ
リ
を
出
発
し
、
オ

コ
ペ
カ
で
夜
を
過
ご
し
、
夜
遅
く
（
ワ
ン
タ
の
近
く
の
）
サ
ン
・
ホ
セ
に
着
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
休
み
、翌
朝
ワ
ン
タ10

に
到
着
し
ま
し
た
。
一
昼
夜
か
か
っ
て
ウ
チ
ュ

ラ
ハ
イ
村
か
ら
マ
ル
カ
リ
に
い
き
、
一
日
そ
こ
で
過
ご
し
、
全
部
で
三
日
間
か
か

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
復
活
祭
に
は
ヒ
ツ
ジ
を
連
れ
て
、
ワ
ン
タ
の
パ
ン
パ
・
キ
リ
ャ
ま
で

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
エ
ン
ド
ウ
豆
、
ソ
ラ
豆
、
大
麦
、
小
麦
、

ハ
チ
ミ
ツ
、
チ
ュ
ー
ニ
ョ11

な
ど
、
様
々
な
生
産
物
も
運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
三
缶
分
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
リ
ス
ト

に
合
わ
せ
て
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
パ
ト
ロ
ン
が
い

ま
た
、
村
、
街
の
構
造
は
、
中
心
広
場
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
教
会
、
役
所
等
の
政
治
組
織
、

裁
判
所
等
、
村
、
街
の
主
要
な
機
能
が
集
中
す
る
。
こ
の
村
、
街
の
構
造
は
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
植
民
地
支
配
を
受
け
た
新
大
陸
に
も
移
植
さ
れ
、
ア
ン
デ
ス
地
域
で
も
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
守
護
聖
人
は
、
聖
ロ
サ
リ
オ
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
村
で
は
聖
カ
ル
メ
ン
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
村
に

は
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
祭
り
が
あ
り
、
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
や
祭
り
の
主
た
る
カ
ル
ゴ
を
引
き

受
け
た
マ
ヨ
ー
ル
ド
モ
を
中
心
に
、
村
全
体
で
祭
り
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

８　

村
は
山
岳
部
に
あ
り
、
海
抜
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら
ラ
ス
ウ
ィ
ル
カ
山
の
麓

に
相
当
す
る
海
抜
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
高
度
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
上
、

下
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
ア
ン
デ
ス
の
ケ
チ
ュ
ア
の
人
々
は
伝
統
的
に

村
を
「
上
（H

anaq

）」
と
「
下
（U

ray

）」
の
二
つ
の
集
団
に
分
け
て
き
て
お
り
、
こ
の

場
合
は
、
物
理
的
な
上
、
下
に
関
係
な
く
、
祭
り
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
局
面
で
、
世

界
観
の
一
部
を
構
成
し
て
表
出
す
る
。

９　

リ
ャ
マ
は
伝
統
的
に
荷
を
運
ぶ
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
使
用
さ
れ
て
き
て
お
り
、
一
頭
あ
た
り

約
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
担
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

10　

ワ
ン
タ
郡
の
中
心
の
街
。
ワ
ン
タ
は
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
次
ぐ
ア
ヤ
ク
チ
ョ
県
第
二
の
街

で
あ
る
。

11　

乾
燥
ジ
ャ
ガ
イ
モ
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
。
山
岳
部
の
高
地
で
は
昼
と
夜

の
寒
暖
差
が
大
き
い
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
高
地
に
広
げ
て
お

く
と
夜
間
に
凍
る
。
昼
に
な
る
と
凍
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
と
け
る
の
で
、
足
で
踏
ん
で
水

分
を
出
す
。
凍
ら
せ
る
、
水
を
出
す
と
い
う
作
業
を
何
度
か
繰
り
返
す
こ
と
で
、
保
存
可

能
な
チ
ュ
ー
ニ
ョ
が
で
き
る
。
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た
時
代
は
そ
ん
な
有
様
で
し
た
。

ワ
ン
タ
に
あ
る
農
園
主
の
家
に
行
く
と
き
は
、
私
た
ち
は
一
週
間
昼
夜
を
問
わ

ず
働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
屋
根
葺
き
を
し
た
り
、
全
て
の
廊
下
を

掃
除
し
た
り
。
朝
四
時
に
起
き
て
掃
除
を
し
、
そ
れ
か
ら
ヒ
ツ
ジ
や
ブ
タ
な
ど
の

家
畜
に
飲
ま
せ
る
水
を
汲
み
に
行
き
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ン
の
妻
が
水
浴
び
す
る
た

め
の
水
も
汲
み
に
行
き
ま
し
た
。
水
浴
に
使
う
七
シ
リ
ン
ダ
ー
入
る
容
器
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
水
を
汲
ん
で
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た12

。
あ
れ
だ
け
大
量
の

水
を
ど
こ
に
排
水
し
た
の
か
。
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
一
日
中
夜
の
九
時
ま
で
働
き
、

朝
は
四
時
に
は
起
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
短
時
間
し
か
眠
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
午
前
中
ず
っ
と
か
か
っ
て
水
を
汲
み
、
台
所
を
掃
除
し
、

ク
イ13

や
ニ
ワ
ト
リ
や
ヒ
ツ
ジ
の
糞
を
掃
除
し
、
そ
の
後
肥
料
に
す
る
た
め
に
そ
れ

を
ス
コ
ッ
プ
で
畑
に
運
び
ま
し
た
。
ブ
タ
の
餌
は
、
大
麦
を
濡
ら
し
て
粉
に
し
、

そ
れ
を
台
所
で
薪
で
火
を
起
こ
し
て
煮
て
用
意
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
週
間
の
奉
公
の
後
、
土
曜
日
か
日
曜
日
の
朝
十
時
に
、
家
畜
、
磨

き
上
げ
た
廊
下
、
台
所
用
品
、
皿
、
ス
プ
ー
ン
、
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
な
ど
、
全

て
を
一
つ
一
つ
完
璧
な
状
態
で
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
台
所

に
い
る
家
畜
も
、ス
コ
ッ
プ
、ツ
ル
ハ
シ
、斧
、耕
具
な
ど
も
。
そ
れ
で
初
め
て
「
全

て
引
き
渡
し
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
す
る
と
「
ほ
ら
、
こ
れ
で
パ
ン
を
二
個
買

い
な
さ
い
」
と
二
レ
ア
ル
、
今
で
言
え
ば
僅
か
二
十
セ
ン
ト
（
約
六
円
）
を
渡
さ

れ
ま
し
た
。

農
園
主
た
ち
は
、「
私
の
農
園
で
働
く
の
は
義
務
だ
。
文
句
を
言
わ
ず
、
何
一
つ

盗
む
こ
と
な
く
、
た
だ
一
週
間
、
そ
れ
か
ら
二
、三
日
私
の
畑
で
働
き
な
さ
い
。
お

12　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
よ
り
階
級
差
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

13　

テ
ン
ジ
ク
ネ
ズ
ミ
、
食
用
モ
ル
モ
ッ
ト
の
こ
と
。
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前
た
ち
は
私
の
土
地
で
食
べ
、私
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
。
私
は
土
地
を
金
で
買
っ

た
。
お
前
た
ち
は
私
た
ち
に
金
を
払
う
代
わ
り
に
、
受
け
取
っ
て
い
る
も
の
の
代

わ
り
に
働
く
の
だ
。
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
土
地
に
お
前
た
ち
が
植
え
付
け
を
す

る
こ
と
で
、
お
前
た
ち
か
ら
何
一
つ
奪
っ
て
は
い
な
い
。
お
前
た
ち
が
植
え
付
け

が
で
き
、
喧
嘩
を
し
な
い
よ
う
、
私
た
ち
は
寛
大
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
土
地
を

提
供
し
て
い
る
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
こ
れ
ら
の
土
地
は
お
前
た
ち
の
も
の
だ
。

お
前
た
ち
が
所
有
者
だ
。
順
番
に
毎
年
耕
し
て
い
け
ば
、
お
前
た
ち
が
死
ん
だ
時
、

お
前
た
ち
の
息
子
や
孫
た
ち
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
私
に
奉
仕
し
た
人
々
は
そ

の
ま
ま
残
る
だ
ろ
う
。
喧
嘩
せ
ず
順
番
に
働
き
な
さ
い
。
そ
し
て
、
他
所
の
土
地

の
男
や
女
を
信
用
し
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
他
所
の
土
地
の
婿
や
嫁
に
な
る
と
、

騙
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
無
駄
に
な
る
。
お
前
た
ち
の
土
地
を
含
め
全
て
を

奪
う
か
も
し
れ
な
い
。
お
前
た
ち
が
持
っ
て
い
る
物
が
欲
し
く
て
結
婚
す
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
お
前
た
ち
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
者
同
士
で
結
婚
す
べ
き

だ
」 

と
言
い
ま
し
た
。
農
園
主
は
「
私
た
ち
は
現
在
お
前
た
ち
の
代
わ
り
に
政
府

に
税
を
払
っ
て
い
る
」
と
も
言
い
ま
し
た
。

　

元
村
長
の
語
り
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
村
は
当
初
一
つ
の
農
園
に
属
し
、
二

つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
農
園
主
の
家
族
の
婚
姻
に
よ
っ
て
二
つ

の
農
園
に
分
か
れ
た
。
元
村
長
が
属
し
て
い
た
側
の
農
園
主
の
圧
制
は
と
り
わ
け

過
酷
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
農
園
主
が
村
人
た
ち
を
ま
る
で
奴
隷
の
よ
う
に
酷

使
し
て
い
た
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
村
落
内
で
の
内
婚
を
奨
励
し
、

働
き
手
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
こ
と
も
伺
え
る
。
農
園
主
た
ち
は
、
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リ
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後

一
五
七

人
種
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
（
白
人
）
や
メ
ス
テ
ィ
ソ
の
非
先
住
民
の
人
々
で
あ
っ

た
。
先
住
民
の
人
々
は
、非
先
住
民
の
人
々
を
自
分
た
ち
と
は
区
別
し
「
ミ
ス
テ
ィ

（m
isti

）」
と
呼
ん
で
い
る
。
一
方
、
非
先
住
民
の
人
々
は
高
地
の
先
住
民
を
「
チ
ュ

ト
（chuto
）」
と
呼
び
蔑
ん
だ
。
先
住
民
の
村
は
山
岳
部
の
高
地
に
位
置
し
て
い

る
が
、農
園
主
は
ワ
ン
タ
郡
の
中
心
の
街
ワ
ン
タ
に
居
住
し
て
い
た
。
街
に
は
学
校
、

役
所
、市
場
、映
画
館
な
ど
が
あ
り
、ス
ペ
イ
ン
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る「
ミ
ス
テ
ィ
」

の
空
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
村
で
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
的
行
事
に
基
づ
く
祭

り
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
祭
り
や
儀
礼
が
あ
り
、
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
が
村
の
秩
序
を

担
い
、
楽
し
み
や
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
。

（
２
）
農
地
改
革
：
農
園
か
ら
農
民
共
同
体
（
村
）
へ

フ
ア
ン
・
ベ
ラ
ス
コ
・
ア
ル
バ
ラ
ド
将
軍
の
農
地
改
革14

が
始
ま
る
と
、
農
園
主

が
私
た
ち
を
ワ
ン
タ
に
呼
び
出
し
、「
私
の
所
有
物
全
て
、
収
穫
物
、
家
畜
を
受
け

取
る
た
め
カ
ポ
ラ
ル
（caporal

）15

を
送
る
。
あ
と
は
お
前
た
ち
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
の

者
が
所
有
者
と
な
り
、
自
分
た
ち
で
税
金
を
払
う
こ
と
に
な
る
」
と
告
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
全
て
カ
ポ
ラ
ル
に
渡
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ワ
ン
タ
か
ら
戻
っ
て
か
ら
「
税
金
を
ど
う
や
っ
て
払
っ
た
ら
よ
い
の

だ
ろ
う
」「
ど
う
し
て
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。
私

た
ち
は
村
会
を
開
い
て
議
論
を
し
、
農
地
改
革
の
事
務
所
に
行
っ
て
、
な
ぜ
私
た

ち
が
税
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
尋
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
を
考
え
、
金
を
出
せ
る
者
は
手
続
き
を
し

て
く
れ
る
者
に
五
レ
ア
ル
払
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
弁
護
士
を
探
し
ま

14　

ベ
ラ
ス
コ
将
軍
（1968-1975

）
は
、
ベ
ラ
ウ
ン
デ
・
テ
リ
ー
大
統
領
の
汚
職
疑
惑
に
揺

れ
る
中
、
無
血
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
し
大
統
領
に
就
任
し
た
。
軍
事
政
権
で
あ
っ
た
が
、

大
規
模
な
農
地
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
「
ペ
ル
ー
革
命
」
を
実
行
し
た
。
南
ア
メ
リ
カ
の

周
辺
諸
国
の
軍
事
政
権
と
異
な
り
、
世
界
で
始
め
て
民
主
的
選
挙
に
よ
る
社
会
主
義
政
権

を
樹
立
し
た
隣
国
チ
リ
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
大
統
領
と
も
友
好
的
な
関
係
に
あ
っ
た
。

15　

カ
ポ
ラ
ル
は
農
園
主
が
農
園
で
働
く
村
人
の
中
か
ら
任
命
す
る
、
村
に
お
け
る
農
園
主

の
代
理
人
。
農
地
改
革
前
は
、
二
つ
の
農
園
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
園
に
一
名

ず
つ
カ
ポ
ラ
ル
が
い
た
。
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し
た
。
私
た
ち
み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
っ
て
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
あ
る
農
民
協
会

の
事
務
所
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
々
と
話
し
、
私
た
ち
は
ア
レ

ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
さ
ん16

に
教
え
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市

で
の
手
続
き
は
弁
護
士
に
尋
ね
な
が
ら
書
類
を
準
備
し
た
の
で
非
常
に
時
間
が
か

か
り
、
食
事
を
持
っ
て
行
く
者
も
あ
り
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
語
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
時
は
、
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
さ
ん
が
通
訳
し
て
く
れ
ま
し
た
。
村
か
ら
ア

ヤ
ク
チ
ョ
市
ま
で
は
一
日
半
か
か
り
ま
し
た
。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
を
出
発
し
て
タ

ン
ボ
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
集
ま
り
、
そ
れ
か
ら
車
で
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
行
き
ま
し
た
。

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
さ
ん
は
も
う
あ
る
程
度
年
齢
が
い
っ
て
い
て
当
時

四
十
五
歳
く
ら
い
で
し
た
。
村
の
有
力
者
で
し
た
が
、
特
に
カ
ル
ゴ
に
就
い
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ル
ゲ
ダ
ス
の
農
園
は
農
地
改
革
の
影
響
を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た17

。
ア
ル
ゲ
ダ

ス
の
農
園
の
人
々
は
、
何
の
手
続
き
も
せ
ず
、
私
た
ち
の
側
の
農
園
だ
け
が
手
続

き
を
し
ま
し
た
。
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
弁
護
士
を
探
し
、
裁
判
所
で
宣
誓
を
し
た
後
、

「
私
た
ち
は
祖
父
母
の
時
代
か
ら
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
農
園
主
に
無
報
酬
で
奉

仕
し
、
農
園
主
た
ち
は
私
た
ち
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
命
令
し
ま
し
た
。
祖
父
母
の

時
代
か
ら
農
園
主
に
仕
え
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
長
く
土
地
の
た
め
に
奉
仕
し

て
き
た
の
で
す
か
ら
も
う
十
分
で
あ
り
、
私
た
ち
が
政
府
に
お
金
を
支
払
う
必
要

は
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？
」
と
申
し
立
て
ま
し
た
。

当
時
の
カ
ポ
ラ
ル
は
マ
リ
ア
ノ
・
ソ
ト
さ
ん
と
マ
リ
ア
ノ
・
ワ
マ
ン
さ
ん
で
し
た
。

多
く
の
手
続
き
と
何
回
も
の
会
合
の
後
、
農
園
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
た
ち
は
そ
れ
以
上
税
金
を
支
払
わ
な
く
て
済
ん
だ
の
で
す
。
弁
護
士
は
ト
レ
ド
・

16　

村
人
の
一
人
で
あ
る
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
語
が
流
暢
で
は
な
か
っ
た

が
他
の
村
人
と
比
較
し
た
ら
ス
ペ
イ
ン
語
が
で
き
、
村
の
名
士
で
あ
り
、
農
園
か
ら
農
民

共
同
体
に
な
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ

ソ
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る
。

17　

二
つ
の
農
園
の
う
ち
、
元
村
長
が
所
属
し
て
い
た
農
園
で
は
な
い
側
の
農
園
主
。
ア
ル

ゲ
ダ
ス
は
農
園
で
働
く
農
民
た
ち
か
ら
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
敬
意
を
集
め
て
い
た
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
五
九

キ
ス
ペ
博
士
で
し
た
。
そ
う
し
て
、私
た
ち
の
側
の
農
園
は「
農
民
共
同
体
」に
な
っ

た
の
で
す
。「
農
民
共
同
体
」
の
側
に
は
村
長
（presidente

プ
レ
シ
デ
ン
テ
）
が

お
か
れ
、
ア
ル
ゲ
ダ
ス
の
農
園
の
側
は
そ
の
ま
ま
農
園
と
し
て
と
ど
ま
り
、
引
き

続
き
カ
ポ
ラ
ル
が
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
の
土
地
の
判
事
か
ら
書
類
を
も
ら
い
、
判
事
が
土
地

の
境
界
を
見
に
き
て
、
地
図
を
作
り
ま
し
た
。
判
事
は
チ
ャ
ル
ワ
マ
ヨ
（
地
名
）

ま
で
車
で
来
て
、
そ
こ
か
ら
馬
に
乗
り
、
食
事
を
し
て
か
ら
村
に
来
ま
し
た
。
ア

レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
さ
ん
の
妻
が
食
事
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

判
事
は
村
の
反
対
側
に
行
っ
て
し
ま
い
、
そ
こ
で
（
農
園
主
の
）
ド
ン
（
敬
称
）・

ホ
セ
・
ア
ル
ゲ
ダ
ス
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
ア
ル
ゲ
ダ
ス
氏
は
「
私
は
土
地
の
登
記

書
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
私
の
土
地
で
す
。
こ
ち
ら
側
は
私
の
も
の
で
す
」

と
言
い
ま
し
た
。
判
事
は
「
よ
こ
し
な
さ
い
」
と
い
い
、
彼
か
ら
書
類
を
奪
い
取

り
隠
そ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
々
は
判
事
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
て

お
り
、ア
ル
ゲ
ダ
ス
氏
か
ら
何
一
つ
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
抗
議
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
ち
ら
側
の
農
園
は
「
農
民
共
同
体
」
と
な
り
、
農
園
は
終
わ
り
を

遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
土
地
を
分
配
し
、
畑
を
持
っ
て
い
な
い
村
人

に
も
同
様
に
土
地
を
分
け
与
え
ま
し
た
。「
農
民
共
同
体
」
の
最
初
の
村
長
は
私
の

従
兄
弟
の
パ
ト
リ
シ
オ
・
モ
ラ
レ
ス
・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア
で
し
た
。
農
民
共
同
体
が
で

き
た
頃
か
ら
、「18危
険
の
時
代
」
は
は
じ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
パ
ト
リ
シ
オ
と
ミ
ゲ
ル
（
仮
名
）19

が
私
た
ち
を
酒
宴
に
招
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ク
リ
ス
ト
の
と
こ
ろ
に
い
た
店
の
持
ち
主
が
育
て
た
頭
が
少
し
弱
い
娘

（
原
文
通
り
）を
笑
い
者
に
し
ま
し
た
。「
誰
も
彼
女
に
求
愛
し
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
」

18　
「
危
険
の
時
代
（tiem

po de peligro

）」
も
し
く
は
「
危
険
（peligro

）」
は
ケ
チ
ュ
ア

語
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
語
の
単
語
が
用
い
ら
れ
、
紛
争
時
代
を
意
味
す
る
。

19　

記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
日
に
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
村
人
た

ち
に
殺
害
さ
れ
た
人
物
。
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一
六
〇

酔
っ
払
っ
て
笑
い
な
が
ら
、
私
た
ち
は
そ
ん
な
風
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

す
ぐ
パ
ト
リ
シ
オ
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。
み
ん
な
、
パ
ト
リ
シ
オ
は
ど
こ
に
行
っ

た
の
だ
ろ
う
、
家
に
帰
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
家
に
帰
り
、

他
の
男
た
ち
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
夜
が
更
け
て
戻
る
と
、
お
そ
ら
く
そ

の
夜
に
何
か
集
ま
り
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う20

、
パ
ト
リ
シ
オ
は
姿
を
消
し
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
み
ん
な
で
、
あ
ち
こ
ち
パ
ト
リ
シ
オ
を
探
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
た
ち
は
農
園
に
戻
り
、
ア
レ
ハ
ン
ド
ラ
・
ガ
ル
シ
ア
夫
人
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
日
は
雪
が
た
く
さ
ん
降
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
た
ち
は
雪
の
上

に
残
っ
た
パ
ト
リ
シ
オ
の
足
跡
を
辿
り
ま
し
た
。
足
跡
は
ミ
ゲ
ル
の
家
を
出
て
、

角
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
は
大
雪
で
雹
も
降
り
ま
し
た
。
パ
ト
リ
シ
オ

と
店
の
娘
と
そ
の
赤
ん
坊
は
、古
い
家
に
入
っ
て
雨
を
避
け
る
た
め
に
毛
布
を
被
っ

た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
壁
が
崩
れ
て
き
て
下
敷
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

す
。
傍
に
は
水
溜
ま
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
村
長
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
ユ
ラ
ッ
ク
・
ヤ
ク
（
地
名
）
の
フ
リ

ア
ン
・
ガ
ビ
ラ
ン
さ
ん
と
私
の
二
名
の
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
出
身
者
の
間
で
選
挙
を

し
、
私
が
よ
り
票
を
集
め
た
の
で
村
長
に
な
り
ま
し
た
。
ユ
ラ
ッ
ク
・
ヤ
ク
の
ガ

ビ
ラ
ン
さ
ん
は
副
村
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
農
地
改
革
に
よ
り
農
園
が
農
民
共
同
体
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
が
詳
し

く
語
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ラ
ス
コ
政
権
下
の
ペ
ル
ー
革
命
で
推
進
さ
れ
た
農
地
改
革

に
よ
り
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
は
二
つ
の
農
園
の
う
ち
、
圧
制
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
側
の
農
園
は
農
民
共
同
体
と
な
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
他
方
、
ア
ル
ゲ
ダ
ス

20　

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
関
係
し
た
集
会
を
示
唆
し
て
い
る
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
六
一

が
所
有
す
る
農
園
に
属
す
る
人
々
は
、
ア
ル
ゲ
ダ
ス
に
敬
意
を
抱
い
て
お
り
、
あ

え
て
農
民
共
同
体
に
な
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
当
時
は
村
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
を

話
せ
る
人
々
は
わ
ず
か
で
、
読
み
書
き
が
で
き
る
人
々
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
通
訳
を
し
た
と
さ
れ
て
い
る
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
も
村
人
た
ち
に
よ

る
と
決
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
が
流
暢
に
話
せ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
読

み
書
き
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
農
民
共
同
体
と
な
る
手
続
き
に
難
儀
し

た
様
子
が
伺
え
る
。
そ
れ
は
同
時
に
村
の
人
々
が
国
家
や
政
府
の
制
度
を
学
び
、

自
ら
の
文
化
（
世
界
）
の
文
脈
に
翻
訳
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、

農
民
共
同
体
と
な
っ
た
側
で
は
パ
ラ
ヨ
ッ
ク
を
廃
止
し
、
国
家
の
政
治
組
織
の
末

端
に
連
な
る
村
長
（presidente

）
を
中
心
と
す
る
組
織
が
作
ら
れ
た
。
バ
ラ
ヨ
ッ

ク
の
メ
ン
バ
ー
は
前
任
者
の
依
頼
や
村
人
の
暗
黙
の
合
意
の
も
と
に
決
ま
っ
た
が
、

村
長
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
。

　

初
代
村
長
の
死
は
幾
分
謎
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
村
人
た
ち
は
初
代
村

長
が
、
降
っ
て
き
た
雹
を
避
け
よ
う
と
し
て
入
っ
た
小
屋
が
崩
れ
、
下
敷
き
に
な
っ

た
た
め
に
亡
く
な
っ
た
と
考
え
た
。
し
か
し
、元
村
長
は
同
時
に
、後
に
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ミ
ゲ
ル
の
家
で
集
会
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
疑
惑
を
表
明
し
て
い
る
。

（
３
）
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
村
へ
の
侵
入

ア
ン
ヘ
リ
カ
（
仮
名
）21

は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
学
校
の
教
師
で
し
た
。
彼
女
の

家
に
は
よ
く
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
友
人
同
士
で
し

た
。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
は
、
テ
ル
コ
（terruco

テ
ロ
リ
ス
ト
の
こ
と
）
た
ち
が

21　

女
性
教
員
の
名
前
は
、「
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
真
実
究
明
委
員
会
」
及
び
「
真
実
和
解

委
員
会
」
の
報
告
書
、
裁
判
記
録
等
に
実
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
仮
名
と

す
る
。
当
時
村
に
は
小
学
校
三
年
生
ま
で
の
学
校
が
あ
っ
た
。
離
村
に
就
任
し
た
学
校
教

員
は
、
長
期
休
暇
を
除
い
て
村
に
住
み
生
活
を
し
た
。
こ
の
た
め
、
教
員
は
村
に
居
住
す

る
唯
一
の
メ
ス
テ
ィ
ソ
で
あ
っ
た
。
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
出
身
の
若
い
女
性
教
員
で
あ
っ
た
ア

ン
ヘ
リ
カ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、Sanchez&

sanchez

（2015

）
に
詳
し
い
。
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一
六
二

村
に
来
て
村
の
人
々
と
口
論
に
な
っ
た
後
、
村
を
襲
撃
し
て
き
た
の
で
、
自
警
団

を
組
織
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
当
時
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
村
の
人
々
を
殺

害
し
て
い
た
の
で
、
記
者
た
ち
が
村
に
来
る
前
に
、
政
府
軍
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

村
に
来
て
、「
政
府
は
お
前
た
ち
を
守
る
。
こ
れ
か
ら
政
府
軍
の
基
地
を
建
設
す
る22

。

お
前
た
ち
は
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
を
殺
害
す
る
よ
う
に
」
と
い
い
ま
し
た
。
一
方
、

テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は
村
に
来
て
女
性
た
ち
を
集
め
ま
し
た23

。そ
れ
で
、私
た
ち
は「
こ

れ
は
や
り
す
ぎ
だ
」「
女
性
た
ち
を
夜
に
集
め
る
な
ん
て
、
も
っ
て
の
ほ
か
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。

テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
夜
に
な
る
と
大
勢
で
叫
び
な
が
ら
歩
き
回
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
鎌
と
ハ
ン
マ
ー
の
絵
を
描
い
て
回
っ
て
い
ま
し
た24

。
私
が
土
を
手
に

取
り25

こ
の
絵
を
消
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
人
々
は
「
殺
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
っ

て
止
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
で
も
、私
に
は
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、

「
誰
が
こ
ん
な
絵
を
描
い
て
い
る
の
だ
」と
ミ
ゲ
ル
を
問
い
詰
め
ま
し
た
。ま
た
、「
エ

ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
ゥ
（
十
字
架
の
祭
）
の
前
夜
祭
の
日
に
、
大
騒
動
を
起
こ

し
た
の
は
誰
だ
？
私
は
村
の
上
の
方
に
住
ん
で
い
る
が26

、
騒
動
を
起
こ
し
た
者
た

ち
を
茨
で
つ
な
い
で
連
れ
て
く
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
ミ
ゲ
ル
に
言
う
と
、「
何
を
言

う
の
で
す
。
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
者
た
ち
（
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
の
こ
と
）
は
、
も
し
私
を
馬
鹿
に
し
た
ら
あ
な
た
を
殺
す
と
言
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
笑
い
な
が
ら
答
え
ま
し
た
。「
彼
ら
に
反
対
し
た
者
た
ち
は
、み
ん
な
殺
す
と
言
っ

て
い
ま
す
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
私
は
「
殺
す
な
ら
殺
し
て
み
ろ
」
と

い
い
、
ミ
ゲ
ル
と
激
し
い
言
い
争
い
に
な
り
ま
し
た
。

22　

ワ
ン
タ
郡
の
中
心
の
街
ワ
ン
タ
に
あ
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
に
海
軍
が
基
地
を
建
設
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

23　

革
命
学
校
を
開
き
、
革
命
教
育
を
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

24　

鎌
は
農
民
、
ハ
ン
マ
ー
は
労
働
者
を
表
し
、
農
民
と
労
働
者
の
団
結
の
象
徴
と
し
て
マ

ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
共
産
主
義
や
共
産
党
で
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

25　

村
の
家
は
石
、
ま
た
は
ア
ド
ベ
と
呼
ば
れ
る
日
干
し
煉
瓦
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
。

26　

元
村
長
は
、
村
の
中
心
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
い
た
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
六
三

こ
こ
で
は
、
女
性
教
員
ア
ン
ヘ
リ
カ
と
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
関
係
が
語
ら

れ
て
い
る
。
同
様
の
証
言
は
筆
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
複
数
の
村
人
に
よ
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
。
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
村
へ
の
侵
入
は
一
九
八
一
年
頃
か

ら
は
じ
ま
っ
た
。
村
に
き
た
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
学
校
教
員

の
家
に
宿
泊
し
た
り
、
ミ
ゲ
ル
の
家
に
寄
っ
た
。
一
方
、
村
の
役
職
者
た
ち
は
反

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は
女
性

た
ち
を
集
め
て
革
命
教
育
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
夜
間
に
女
性
が
夫

や
家
族
と
別
に
単
独
で
行
動
す
る
こ
と
が
な
い
村
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
慣
習
に

反
す
る
行
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
女
性
が
夜
間
に
一
人
で
出
歩
く
こ
と
は
、

村
の
男
た
ち
の
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
へ
の
懸
念
と
反
発
を
募
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は
村
の
山
の
頂
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
旗
を
た
て
た
。

し
か
し
、
反
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
で
あ
っ
た
前
述
の
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン

は
こ
の
旗
を
抜
い
た
。
こ
の
た
め
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は
十
二
月
に
村
を
襲

撃
し
た
際
に
、
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
を
捕
ら
え
村
の
中
心
広
場
に
連
行
し
た
。

村
の
中
心
広
場
に
は
村
人
た
ち
が
集
め
ら
れ
、
そ
こ
で
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
を
殺
害
す
べ
き
か
と
問
い
か
け
た
。そ
こ
に
は
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
お
り
、「Si

（
ス
ィ
ー
）」（
そ
う
だ
、殺
せ
）
と
叫
び
、

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ワ
マ
ン
は
殺
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（H

osoya 2003, CV
R 

2003, 

細
谷2005

）。
当
時
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は
こ
の
よ
う
に
村
の
有
力
者
や

役
職
者
を
処
刑
し
、
人
々
に
恐
怖
を
植
え
付
け
た
。
他
方
で
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村

や
周
辺
村
で
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に
村
人
た
ち
が
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自
警
団
を
組
織
し
た
。

　

非
常
事
態
宣
言
地
域
に
政
府
軍
が
派
遣
さ
れ
た
後
、
海
軍
は
ワ
ン
タ
郡
の
中
心

の
ワ
ン
タ
の
街
に
あ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
（
写
真
６
・
７
）
に
基
地
を
建
設
す
る
準
備
を

進
め
て
い
た
。
村
人
た
ち
に
よ
る
と
、
政
府
軍
は
村
に
来
て
、
政
府
軍
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
来
る
が
見
知
ら
ぬ
人
々
が
地
上
か
ら（
徒
歩
で
）来
た
場
合
は
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
仲
間
な
の
で
、
闘
い
殺
害
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

　

政
府
軍
が
村
に
来
た
件
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
サ
ン
チ
ェ
ス
兄
弟

（Sanchez &
Sanchez 2015

）
に
よ
っ
て
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
来
た
政
府
軍
は
、
村
に
滞
在
し
村
の
役
職
者
た
ち
を
集
め
、
さ
ら
に
若
者

た
ち
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
闘
う
た
め
の
訓
練
を
し
て
い
る
。
集
め
ら
れ
た

役
職
者
の
中
に
は
当
然
村
長
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
記
者
た
ち
の
殺
害
と
元
村
長
の
逮
捕
、
裁
判

　

事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
、一
九
八
三
年
一
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
こ
の
日
の
午
後
、

記
者
た
ち
は
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
異
父
兄
弟
の
ア
ル
グ
メ
ド
の
案
内
に
よ
り
村
に
着

い
た
。筆
者
に
よ
る
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
と
ア
ル
グ
メ
ド
兄
弟
の
母
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（2006

）
に
よ
る
と
、
彼
女
は
子
供
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
商
人
と
し
て
働
い
て
い

た
。
近
隣
村
の
人
々
も
集
ま
る
祭
り
の
日
に
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
商
人
が
き

て
市
（
イ
チ
、m

ercado

メ
ル
カ
ー
ド
）
が
た
ち
、
野
菜
、
肉
、
果
物
な
ど
の
食

料
品
、
家
畜
、
衣
類
、
鍋
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
包
丁
、
ボ
ー
ル
な
ど
の
調
理
用
品
、
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
な
ど
村
で
は
手
に
入
ら
な
い
生
産
物
や
品
々
を
販
売
し
た
り
物
々
交

換
を
し
た
。
こ
の
た
め
、ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
市
が
た
つ
日
に
は
商
売
に
き
て
お
り
、
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村
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
名
付
け
親
の
関
係
に
あ
る
擬
制
親
族
も
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
記
録
や
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
記
者
た
ち
を
案
内
し

た
ア
ル
グ
メ
ド
は
、
村
の
入
り
口
手
前
の
山
頂
ま
で
記
者
た
ち
を
見
送
り
引
き
返

そ
う
と
し
た
。
記
者
た
ち
が
村
の
中
に
入
ろ
う
と
す
る
と
、
村
の
入
り
口
近
く
に

家
が
あ
っ
た
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
（teniente gobernador

）
の
家

に
い
た
人
々
が
で
て
き
た
。
そ
し
て
、
記
者
た
ち
を
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ

ン
バ
ー
と
誤
解
し
、
村
人
た
ち
を
呼
び
集
め
襲
い
か
か
っ
た
。
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ

ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
は
農
民
共
同
体
と
な
っ
た
側
の
、
村
長
を
中
心
と
す
る
組
織
の
役

職
の
一
つ
で
、
村
の
秩
序
を
守
る
い
わ
ば
警
察
の
よ
う
な
役
割
を
す
る
。

　

筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
た
ち
は
、
そ
の
日

の
朝
に
、
村
の
一
人
の
若
者
を
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
仲
間
の
容
疑
で
告
発
し
た
。

若
者
は
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
の
関
係
を
否
定
し
、
若
者
の
親
は
彼
を
守
ろ
う

と
し
た
た
め
、
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
た
ち
は
、
無
実
を
証
明
す
る
た

め
に
一
ア
ロ
バ
（
十
一
、五
～
十
六
リ
ッ
ト
ル
）
の
酒
を
「
罰
金
」
と
し
て
支
払
う

こ
と
を
要
求
し
たviii

。
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
の
家
に
は
人
々
が
集
ま
り
、

こ
の
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
払
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
記
者
た
ち
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
村
人
た
ち
は
政
府
軍
か
ら
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と

闘
う
こ
と
を
奨
励
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
徒
歩
で
村
に
来
る
よ
そ
者
に
気
を
付

け
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
て
い
た
。

　

記
者
た
ち
を
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
誤
っ
た
人
々
は
、
当
時
は
ま
だ
武
器
の

支
給
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
でix

、
石
や
オ
ン
ダ
（
投
石
具
）、
マ
チ
ェ
テ

（
山
刀
）、
斧
な
ど
を
持
っ
て
記
者
た
ち
に
襲
い
か
か
っ
た
。
近
く
に
住
む
人
々
に
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六

も
「
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
」
と
の
闘
い
へ
の
参
加
へ
の
呼
び
か
け
が
お
こ
な
わ

れ
た
。「
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
」
と
の
闘
い
（
実
際
に
は
記
者
）
に
参
加
し
な
い

村
人
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
と
み
な
す
と
い
う
圧
力
も
か
け
ら

れ
た
。

　

村
の
入
り
口
ま
で
同
行
し
見
送
っ
た
ア
ル
グ
メ
ド
は
、
兄
を
含
む
記
者
た
ち
が

襲
わ
れ
る
の
を
見
て
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
追
っ
て
き
た
村
人
た
ち
に
捕
ら
え
ら

れ
る
。
そ
の
後
ア
ル
グ
メ
ド
と
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
仲
間
と
み
な
さ
れ
て

お
り
、か
つ
記
者
た
ち
を
か
ば
お
う
と
し
た
村
人
ミ
ゲ
ル
が
村
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
殺
害
さ
れ
た
。

記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
の
は
一
月
で
す
。
私
は
四
月
に
ワ
ン
タ
に
行
っ
た
と

き
に
足
の
骨
を
折
り
ま
し
た
。妻
と
一
緒
に
父
の
ウ
ル
バ
ノ
が
い
る
ワ
ン
タ
に
行
っ

て
、
そ
こ
で
父
の
家
に
泊
ま
り
翌
日
父
か
ら
買
っ
た
馬
で
ワ
ン
タ
か
ら
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
気
性
が
荒
い
馬
だ
っ
た
の
で
、
鞍
を
つ
け
ま
し
た
が
帰
る
途
中

で
岩
の
上
に
振
り
落
と
さ
れ
足
を
折
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
、
記
者
の
殺
害

に
関
わ
っ
た
人
々
は
皆
恐
れ
て
村
か
ら
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
。

シ
ン
チ
ス27

は
五
月
に
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
来
ま
し
た
。
当
時
、
ア
ル
グ
メ
ド
の

遺
体
が
ま
だ
見
つ
か
ら
ず
山
中
を
探
し
て
い
ま
し
た28

。そ
れ
で
、誰
か
が「
足
を
折
っ

た
村
長
が
上
の
方
に
住
ん
で
い
る
。
き
っ
と
彼
が
知
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
嘘

を
つ
く
か
も
し
れ
な
い
が
」と
密
告
し
ま
し
た
。そ
う
告
げ
た
の
は
パ
リ
ア（
ウ
チ
ュ

ラ
ハ
イ
村
の
属
集
落
）
の
人
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
が
ひ
ど
く

具
合
が
悪
か
っ
た
時
に
、
シ
ン
チ
ス
が
私
を
捕
ま
え
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
五
月

27　

sinchis

も
と
も
と
は
反
政
府
組
織
鎮
圧
の
た
め
の
特
殊
警
察
を
意
味
す
る
が
、
ア
ン
デ

ス
の
山
岳
部
で
は
政
府
軍
、警
察
一
般
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
村
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
来
た
の
は
政
府
軍
で
あ
っ
た
。

28　

村
人
た
ち
は
、
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
こ
と
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
殺
害
し
た
と
し
て
当

局
に
報
告
し
た
が
、
ア
ル
グ
メ
ド
の
殺
害
に
関
し
て
は
沈
黙
を
守
っ
た
。
ア
ル
グ
メ
ド
の

遺
体
が
探
し
て
い
た
家
族
に
よ
っ
て
山
中
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、
約
一
年
後
で
あ
っ
た
。
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十
四
日
の
こ
と
で
す
。
シ
ン
チ
ス
が
私
の
家
に
来
て
、
ベ
ッ
ド
か
ら
引
っ
張
り
出

し
て
、私
の
馬
の
綱
を
使
っ
て
縛
り
上
げ
連
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、村
（
の
中
心
）

に
あ
る
「
農
園
の
家
（casa de hacienda

）」29

に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
判
事
と
記
者
と
た
く
さ
ん
の
シ
ン
チ
ス
が
い
ま
し
た
。30

シ
ン
チ
ス
は
私
を
連
行

し
、「
ワ
ン
タ
で
治
療
し
よ
う
、
保
健
所
が
あ
る
か
ら
」
と
言
い
ま
し
た
。「
ど
の

よ
う
に
足
が
折
れ
て
い
る
の
か
診
察
す
る
だ
ろ
う
。
保
健
所
が
治
療
す
る
だ
ろ
う
」

と
言
い
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

連
行
さ
れ
る
と
判
事
の
フ
ロ
ー
レ
ス
・
ロ
ハ
ス
が
い
て
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

当
初
、
刑
務
所
に
行
く
の
で
は
な
く
リ
マ
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
ま
し
た
。
私
が

拒
む
と
軍
の
基
地Rojo-A

に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
背
中
に
麻
酔
を
し

て
手
術
を
し
、
縫
い
合
わ
せ
た
こ
と
で
足
は
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
治
り
ま
し
た
。
ギ

ブ
ス
を
し
た
ま
ま
四
日
後
に
退
院
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
リ
マ
に
連
れ
て
行
か
れ

ず
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

私
は
無
実
の
罪
で
捕
ら
え
ら
れ
た
の
で
す
。
私
は
村
の
役
職
者
だ
と
い
う
こ
と

で
捕
ら
え
ら
れ
、罪
を
償
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
の
役
職
者
だ
っ
た
が
た
め
に
。

私
は
ワ
ン
タ
・
カ
サ
（
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
上
方
に
あ
る
集
落
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

私
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
（
村
の
中
心
部
）
の
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ス
ウ
ィ
ル
カ

山31

の
麓
の
出
身
で
す
。
ワ
ン
タ
や
タ
ン
ボ
に
も
住
ん
で
い
ま
し
た
。
一
方
、
記
者

た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
場
所
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
中
心
近
く
の
ワ
チ
ュ
・
カ
サ

で
す32

。
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
誰
が
最
初
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
来
た
か
知
り
ま

29　

村
の
中
心
に
は
、
農
園
主
の
家
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
家
に
は
農
園
主
が
居
住
し

て
い
た
わ
け
で
な
く
、
農
園
主
に
収
め
る
収
穫
物
を
保
管
し
た
り
、
村
に
農
園
主
が
来
た

時
に
休
む
の
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

30　

ア
ン
デ
ス
の
村
は
日
本
の
伝
統
的
な
村
と
似
て
お
り
、
村
落
内
婚
を
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
村
に
は
同
姓
の
人
々
が
多
い
。
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
と
、
政
府

軍
が
村
長
を
捕
ら
え
に
き
た
と
き
、
政
府
軍
は
誤
っ
て
村
の
同
姓
同
名
の
別
の
人
物
も
連

行
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際
、
ま
だ
十
代
半
ば
だ
っ
た
娘
を
両
親
の
目
の
前
で
射
殺
し
て

い
る
。

31　

植
民
地
時
代
の
記
録
に
も
残
る
古
来
か
ら
聖
な
る
山
、
神
の
山
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き

た
高
峰
。
万
年
雪
を
抱
い
て
白
く
輝
い
て
い
た
が
、
現
在
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
完
全

に
雪
が
溶
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

32　

元
村
長
の
家
か
ら
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
村
の
中
心
近
く
ま
で
は
一
時
間
程
度
か
か

る
。
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一
六
八

せ
ん
。
赤
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
来
て
、
砂
糖
や
パ
ン
を
置
い
て
行
き
ま
し
た
。
テ

ロ
リ
ス
ト
が
私
た
ち
を
殺
し
た
と
き
い
て
「
政
府
は
お
前
た
ち
を
助
け
て
い
る
。

反
乱
者
た
ち
を
信
用
す
る
な
。
お
前
た
ち
は
村
を
守
る
べ
き
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
言
っ
た
の
が
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
で
し
ょ
う
か
？
何
度
も
い
ろ
い
ろ
な
人
々

が
来
た
の
で
、
誰
が
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

リ
マ
（
の
裁
判
所
）
で
写
真
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た33

。
そ
の
写
真
に
は
記
者
た
ち

を
捕
ま
え
た
人
々
が
い
ま
し
た
。
罪
の
あ
る
人
々
と
と
も
に
、
意
味
も
な
く
無
実

の
人
々
も
写
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
写
真
の
た
め
に
、
無
実
の
人
々
も
罪
が
あ
る

こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
女
性
も
、
男
性
も
、
子
供
も
、
村
全
体
が
。

村
全
体
が
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
に
写
っ
て
い
た
テ
ニ
エ
ン
テ
・

ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
の
妻
が
全
て
見
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル

ナ
ド
ー
ル
の
妻
が
走
り
出
て
来
て
、
人
々
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
走
り
出
て
来
て

殺
し
た
の
で
し
ょ
う
。
写
真
に
写
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ダ
（
投
石
具
）
や
棍
棒
を

手
に
し
て
い
る
人
々
も
い
ま
し
た
。
コ
カ
の
葉
を
噛
み
な
が
ら
。
写
真
に
は
テ
ニ

エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
の
家
の
下
の
方
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
写

真
を
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
と
リ
マ
の
裁
判
所
で
見
ま
し
た
（
写
真
８
）。

当
時
の
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
の
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
・
ガ
ビ
ラ
ン

さ
ん
は
ワ
フ
チ
ャ
・
カ
サ34

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
ガ
ビ
ラ
ン
さ
ん
は
ま
だ
若
か
っ

た
で
す
が
、
長
い
間
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
の
役
職
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

妻
は
イ
グ
ナ
シ
ア
・
ガ
ル
ベ
ス
さ
ん
で
し
た
。
で
も
、
も
う
生
き
て
は
い
ま
せ
ん
。

彼
ら
の
家
族
は
誰
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
、
子
供
た
ち
も
。
家
族
全
員
完
全
に
消
え

て
し
ま
い
ま
し
た35

。

33　

殺
害
さ
れ
た
記
者
た
ち
の
一
人
で
あ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
ウ
ィ
リ
ー
・
レ
ッ
ト
が
殺
害
さ

れ
る
直
前
に
撮
影
し
た
写
真
を
含
む
フ
ィ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

34　

村
の
入
り
口
近
く
。

35　

家
族
全
員
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
っ
て
皆
殺
し
に
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

事
件
後
、
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
は
身
の
危
険
を
感
じ
て
姿
を
消
し
た
が
、
セ

ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
追
跡
を
受
け
、
後
述
す
る
よ
う
に
後
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に

よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
六
九

記
者
た
ち
の
殺
害
に
関
わ
り
罪
を
犯
し
た
人
々
は
す
で
に
逃
げ
て
し
ま
っ
て
お

り
、
私
は
五
月
に
具
合
が
悪
い
ま
ま
の
状
態
で
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
連
れ
て
い
か
れ

ま
し
た
。
証
人
と
し
て
連
行
さ
れ
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
は
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
ま

し
た
。
頭
を
殴
り
つ
け
、
口
に
鉛
筆
を
突
っ
込
み
、「
言
え
、
吐
け
、
証
言
し
ろ
。

誰
が
殺
し
た
の
だ
？
殺
害
者
た
ち
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
？
記
者
た
ち
に
ど
う
や
っ

て
近
づ
い
た
の
だ
？
」
と
尋
問
し
ま
し
た
。「
私
は
何
も
見
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
彼

ら
と
一
緒
に
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
と
、
激
し
く
拷
問
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
私
は
「
も
し
そ
う
し
た
い
な
ら
、
私
を
殺
す
こ
と
だ
っ
て
で
き
ま
す
。
そ
れ

で
私
の
身
体
を
あ
け
て
見
て
ひ
っ
く
り
返
し
て
隅
か
ら
隅
ま
で
調
べ
れ
ば
、
私
が

何
も
見
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
誰
が
や
っ
た
か
な
ん
て
知
り
ま
せ

ん
。
私
は
記
者
た
ち
に
ふ
れ
て
す
ら
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
物
を
盗
ん
で
も
い
ま
せ
ん
。

も
し
そ
の
場
に
い
た
ら
お
話
し
し
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、
私
は
そ
の
時
ハ
ト
ゥ
ン
・

カ
サ
（
地
名
）
に
い
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
た
場
所
に
。
お
望
み
な
ら
ば
ど
う
ぞ
私

を
殺
し
て
下
さ
い
。
で
も
、
私
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
人
間
よ
り
高
い

所
に
神
が
お
り
ま
す
。
神
が
私
と
共
に
お
り
ま
す36

」
と
言
い
ま
し
た
。

ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
の
法
廷
で
は
散
々
な
目
に
あ
い
ま
し
た
。
判
事
も
記
者
た
ち
も
、

亡
く
な
っ
た
記
者
た
ち
の
妻
も
、
み
ん
な
私
に
敵
対
す
る
立
場
を
と
り
ま
し
た
。

私
は
孤
立
無
援
で
し
た
。
裁
判
官
だ
け
が
私
の
味
方
で
し
た
。
判
事
た
ち
は
権
力

を
笠
に
着
て
不
愉
快
な
態
度
を
と
り
、「
お
前
た
ち
殺
人
者
よ
、
話
せ
」
と
問
い
詰

め
ま
し
た
。
記
者
た
ち
は
執
拗
に
私
に
質
問
し
異
を
唱
え
反
論
し
ま
し
た
。
裁
判

は
一
年
間
続
き
ま
し
た
。
村
の
過
去
や
、
私
が
誰
か
、
ど
の
よ
う
な
争
い
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
悪
癖
が
あ
る
か
、
刑
務
所
に
入
っ
た
こ
と
は
あ
る

36　

元
村
長
が
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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一
七
〇

か
等
、
繰
り
返
し
き
か
れ
ま
し
た
。
で
も
、
私
た
ち
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

裁
判
が
終
わ
る
と
、
私
た
ち
に
敵
対
し
て
い
た
判
事
は
「
よ
ろ
し
い
、
私
た
ち
は

お
前
た
ち
が
有
罪
で
あ
る
と
い
う
証
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
お

前
は
真
実
を
言
っ
て
い
る
。
お
前
た
ち
は
自
由
の
身
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
し

て
記
者
た
ち
に
、「
モ
ラ
レ
ス
に
は
罪
が
あ
る
と
し
た
が
、
無
罪
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
が
判
事
に
「
私
は
真
実
を
述
べ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
な
た
は
私
を
告
発
し
、
人
々
は
私
を
殺
人
者
と
呼
ん
で
憎
悪
し
非
難

し
て
き
ま
し
た
」
と
言
う
と
、「
心
配
す
る
な
、
も
う
出
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言

い
ま
し
た
。　

し
か
し
、
一
年
間
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
裁
判
を
し
た
後
、
今
度
は
リ
マ
で
裁
判
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
の
裁
判
で
結
果
が
出
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、記
者
の
家
族
た
ち
が「
ど
う
し
て
罪
の
あ
る
者
を
無
罪
に
す
る
の
だ
」と
言
っ

て
控
訴
し
た
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
「
も
う
自
由
だ
」
と
言
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
再
度
裁
判
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
リ
マ
で
の
裁
判
に
か
か
る
時
間

は
一
ヶ
月
く
ら
い
で
、
長
く
て
も
三
ヶ
月
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私

た
ち
は
飛
行
機
で
リ
マ
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
リ
マ
で
は
三
ヶ
月
後
に
審

理
が
始
ま
り
、
最
初
か
ら
や
り
直
し
で
し
た
。
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
の
裁
判
と
リ
マ
の

裁
判
は
別
だ
と
言
わ
れ
。
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
一
年
、
リ
マ
で
一
年
。
そ
の
裁
判
は
、

正
義
が
な
い
ま
ま
不
当
に
も
私
が
殺
人
者
で
あ
る
と
い
う
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
真
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
無
実
で
す
。

リ
マ
で
裁
判
を
し
た
後
、
私
は
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
七
年
間
刑

務
所
に
い
ま
し
た
。
リ
マ
に
住
ん
で
い
る
兄
弟
が
、
一
年
間
グ
リ
ン
ゴ37

た
ち
が
話

37　

グ
リ
ン
ゴ
は
元
来
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
白
人
を
さ
す
が
、
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民
に
と
っ

て
は
一
般
に
ペ
ル
ー
人
で
あ
ろ
う
が
外
国
人
で
あ
ろ
う
が
欧
米
系
の
人
々
は
い
っ
し
ょ
な

の
で
、
ペ
ル
ー
人
で
あ
っ
て
も
欧
米
系
の
白
人
の
人
々
を
「
グ
リ
ン
ゴ
／
ガ
」
と
呼
ぶ
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
七
一

し
を
聞
い
て
調
べ
た
が
、
無
実
を
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
だ
、
と
言
い
ま
し
た
。

刑
期
を
終
え
る
と
リ
マ
か
ら
ワ
ン
タ
に
移
送
さ
れ
、
様
々
な
署
名
を
し
た
後
、
解

放
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
身
体
を
調
べ
、
問
題
が
な
い
か
家
族
を
調
べ
、
模
範
囚
と

し
て
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
最
高
裁
判
所38

の
近
く
の
サ
ン
・
ホ
ル
ヘ
刑
務
所

に
収
監
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
ン
・
フ
ア
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所39

や
カ

ス
ト
ロ
・
カ
ス
ト
ロ
刑
務
所
で
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
ら
の
刑
務
所
は
待

遇
が
悪
く
、
悪
名
が
高
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

一
緒
に
捕
ま
っ
て
収
監
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
シ
メ
オ
ン
・
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん

は
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
の
ア
ル
カ
ル
デ
で
し
た40

。
刑
務
所
で
は
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
と
マ
リ

ア
ノ
・
ハ
サ
ニ
さ
ん
と
私
は
、
二
階
に
あ
っ
た
同
じ
房
で
三
人
一
緒
に
い
ま
し
た
。

ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ペ
レ
ス41

さ
ん
が
テ
ィ

フ
ラ
・
コ
チ
ャ 

で
殺
害
さ
れ
た
時
に
、
村
の
人
々
に
「
ア
ル
カ
ル
デ
は
た
だ
い
る

だ
け
で
何
も
し
な
い
、
ワ
ン
タ
に
報
告
に
行
く
べ
き
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
、
村

人
た
ち
に
そ
う
言
わ
れ
た
の
で
、
ア
ル
カ
ル
デ
だ
っ
た
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
馬
に

乗
り
、
ワ
ン
タ
に
あ
る
警
察
に
行
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ワ
ン
タ
に
着
く
と
警
察

に
捕
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
申
し
開
き
を
す
る
よ
う
に

と
言
わ
れ
連
行
さ
れ
ま
し
た
。

マ
リ
ア
ノ
・
ハ
サ
ニ
さ
ん
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
（
農
民
共
同
体
）
出
身
で
は
な
く
、

近
く
の
パ
リ
ア
の
出
身
で
し
た
。
マ
リ
ア
ノ
さ
ん
が
酔
っ
払
っ
て
「
俺
は
、
俺
た

ち
を
守
る
た
め
に
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
を
殺
害
す
る
こ
と
に
賛
成
だ
」
と
言
っ
た
の

を
チ
ャ
カ
バ
ン
バ42

の
人
が
き
き
、「
彼
も
殺
害
に
参
加
し
た
」
と
密
告
し
た
た
め
捕

ま
り
ま
し
た
。
マ
リ
ア
ノ
さ
ん
は
酔
っ
払
っ
た
ま
ま
タ
ン
ボ
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。 

38　

リ
マ
の
中
心
に
あ
る
ア
ル
マ
ス
広
場
（Plaza de A

rm
as

）
の
近
く
。

39　

ア
ラ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
政
権
下
の
一
九
八
六
年
に
刑
務
所
で
暴
動
が
起
こ
り
、
政
府
軍
に

よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
虐
殺
さ
れ
た
囚
人
の
数
は
百
名
以
上
と
も
五
百
名
以

上
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
現
在
も
不
明
で
あ
る
。

40　

ア
ル
ゲ
ダ
ス
側
の
農
園
は
農
園
と
し
て
残
っ
た
の
で
、
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
制
度
が
存
続
し
た
。

41　

七
月
の
聖
母
カ
ル
メ
ン
の
祭
の
最
終
日
の
深
夜
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
虐
殺
を
指
す
。
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ペ
レ
ス
は
、
リ
ャ
ス
ウ
ィ

ル
カ
山
の
麓
の
集
落
テ
ィ
フ
ラ
・
コ
チ
ャ
に
居
住
し
て
お
り
、
一
九
八
三
年
の
聖
母
カ
ル

メ
ン
祭
り
の
マ
ヨ
ー
ル
ド
モ
（
祭
り
の
最
も
主
要
な
カ
ル
ゴ
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
祭

り
の
最
後
の
夜
に
、
慣
習
通
り
に
村
外
か
ら
雇
っ
た
音
楽
隊
を
含
め
祭
り
を
手
伝
っ
た

人
々
を
も
て
な
し
、
ペ
レ
ス
家
で
「
デ
ス
ペ
デ
ィ
ア
（
お
別
れ
）」
を
し
て
飲
み
歌
い
踊
っ

て
祝
っ
て
い
た
と
き
に
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
襲
撃
が
あ
り
人
々
の
虐
殺
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

42　

イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
母
、
ア
ル
グ
メ
ド
と
そ
の
家
族
が
住
ん
で
い
た
集
落
、
タ
ン
ボ
区
に

属
す
る
。
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一
七
二

私
た
ち
三
人
は
一
人
一
人
別
々
に
逮
捕
さ
れ
、
正
義
が
な
い
ま
ま
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。
訴
え
ら
れ
た
三
人
は
み
ん
な
無
実
で
し
た
。

私
た
ち
三
人
は
長
年
に
わ
た
っ
て
一
緒
に
刑
務
所
に
い
ま
し
た
。
で
も
、
実
際

に
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
は
何
と
も
思
わ
ず
、
私
の
悪

口
を
言
い
私
の
畑
を
奪
い
ま
し
た
。
私
は
村
の
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
た
と
い
う

の
に
。
村
の
人
々
は
（
帰
還
政
策
が
は
じ
ま
る
と
）
素
知
ら
ぬ
顔
で
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。
私
が
彼
ら
の
た
め
に
し
た
こ
と
を
認
め
ず
、
何
一
つ
助
け
て
も
く
れ
ま

せ
ん
。
た
っ
た
の
一
セ
ン
ト
も
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
食
料
も
。

私
が
連
行
さ
れ
た
際
も
、
誰
も
助
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
妻
だ
け

が
心
配
し
て
、
所
有
し
て
い
た
家
畜
を
売
っ
て
お
金
を
工
面
し
、
私
の
た
め
に
奔

走
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
の
拘
置
所
に
い
る
時
、
妻
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。
妻
は
弁
護
士
費
用
を
支
払
う
た
め
に
、家
畜
を
全
部
売
り
払
い
ま
し
た
。

で
も
、
弁
護
士
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ

て
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
は
娘
の
一
人
と
、
二
人
の
娘
婿
も
殺
害
し
ま

し
た
。
家
族
の
う
ち
四
人
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
衣
服
、

家
畜
、
農
作
物
の
種
、
仕
事
な
ど
、
私
は
持
っ
て
い
た
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し
た
。

私
の
家
も
燃
や
し
ま
し
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は
私
の
全
て
を
奪
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
や
せ
細
っ
た
二
人
の
幼
子
が
孤
児
と
な
っ
て
ワ
ン
タ
に
残
さ
れ
ま
し
た
。

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
日
も
あ
れ
ば
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
リ
マ
に
移
送

さ
れ
る
時
、
孤
児
と
な
っ
た
幼
子
た
ち
は
ど
う
な
る
の
か
と
役
人
に
尋
ね
ま
し
た
。

す
る
と
役
人
た
ち
と
一
緒
に
い
る
こ
と
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
孤
児
院
に
連

れ
て
い
か
れ
た
の
で
す
が
、
私
の
息
子
の
エ
ミ
リ
オ
は
、
弟
を
こ
ん
な
と
こ
ろ
（
孤



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
七
三

児
院
）
に
置
い
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
ワ
ン
タ
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。

エ
ミ
リ
オ
は
セ
ル
バ
に
働
き
に
行
き
病
気
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
息
子
た
ち
は
ま

と
も
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。私
の
母
は
私
と
子
供
達（
孫
）

の
こ
と
を
思
っ
て
毎
日
泣
い
て
い
ま
し
た
。
誰
も
私
た
ち
の
こ
と
な
ど
気
に
か
け

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の
苦
し
み
を
。

ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
刑
務
所
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
彼
は
き
ち
ん
と
食
べ
ま
せ

ん
で
し
た
。
沸
か
し
た
水
で
は
な
く
、
水
道
か
ら
直
接
冷
た
い
水
を
飲
ん
で
い
ま

し
た
。
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
に
は
妻
も
子
供43

も
い
ま
せ
ん
。
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
彼

の
妻
と
子
供
た
ち
を
殺
害
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
自
身
も
刑
務

所
を
出
て
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
は
結
核
に
罹
り
サ
ン
・

フ
ァ
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
喉
が
腫
れ
上
が
り
、

「
ア
、
ア
」
と
い
う
ば
か
り
で
話
す
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
臨
床
の
最
期

の
祈
り
も
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゼ
ー
ゼ
ー
い
う
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
で
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所
に
運
ば
れ
ま
し
た
。「
他

の
囚
人
た
ち
に
病
気
を
う
つ
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
言
わ
れ
。
ア
ウ
カ
ト
マ

さ
ん
は
サ
ン
・
フ
ア
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所
に
移
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た

の
で
、
私
た
ち
は
埋
葬
に
立
会
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
も
埋
葬

に
立
会
う
は
ず
で
、
そ
の
た
め
に
監
察
官
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
判
事

が
署
名
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
私
た
ち
の
弁
護
士
だ
け
が
立
会
い
ま

し
た
。
一
年
分
だ
け
ニ
ッ
チ
ェ
（
遺
体
を
置
く
場
所
）
を
購
入
し
そ
の
後
火
葬
し

ま
し
た
。
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
刑
期
を
終
え
る
少
し
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
後

一
年
か
二
年
と
い
う
と
こ
ろ
で
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
残
っ
て
い
た
刑
期
は
わ
ず
か

43　

実
際
に
は
後
述
の
よ
う
に
息
子
が
一
人
生
き
の
び
て
い
る
。
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一
七
四

で
し
た
。
マ
リ
ア
ノ
さ
ん
は
私
と
一
緒
に
出
所
し
今
は
セ
ル
バ
に
い
ま
す
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
当
時
、
村
は
二
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
ベ
ラ
ス
コ
政
権
下
で
農
地
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
一
方
の

地
区
の
み
が
「
農
民
共
同
体
」
と
な
り
、
他
方
は
農
園
と
し
て
残
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、「
農
民
共
同
体
」
と
な
っ
た
地
区
は
国
家
の
組
織
の
末
端
に
連
な
る
村
長
組

織
を
有
し
、
他
方
、
農
園
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
た
側
に
は
ア
ン
デ
ス
の
伝
統
的
組
織

で
あ
る
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
が
残
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
事
件
当
時
村
に
は
、
地
区
に
よ
っ

て
異
な
る
二
種
類
の
政
治
組
織
が
存
在
し
て
い
た
。

　

事
件
後
「
農
民
共
同
体
」
の
村
長
で
あ
っ
た
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
・
モ
ラ
レ
ス
・
ペ

レ
ス
と
、
ア
ル
ゲ
ダ
ス
の
農
園
の
側
の
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
の
長
で
あ
る
ア
ル
カ
ル
デ
の

シ
メ
オ
ン
・
ア
ウ
カ
ト
マ
・
キ
ス
ペ
、
そ
し
て
パ
リ
ア
地
区
の
マ
リ
ア
ノ
・
ハ
サ
ニ
・

ゴ
ン
サ
レ
ス
の
三
名
が
逮
捕
さ
れ
た
。
裁
判
は
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
と
リ
マ
で
お
こ
な

わ
れ
、
三
名
に
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。
元
村
長
と
バ
リ
ア
出
身
の
ゴ
ン
サ
レ
ス

は
刑
期
を
終
え
釈
放
さ
れ
た
が
、
ア
ウ
カ
ト
マ
は
獄
死
し
た
。

　

元
村
長
は
、
自
ら
を
含
め
記
者
た
ち
の
殺
害
容
疑
で
捕
ら
え
ら
れ
有
罪
判
決
を

受
け
た
三
名
は
無
罪
で
あ
っ
た
と
語
る
。
元
村
長
が
記
者
た
ち
の
殺
害
に
参
加
し

な
か
っ
た
こ
と
は
、
複
数
の
村
人
が
語
っ
て
い
る
。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
は

農
牧
業
を
営
み
、
家
畜
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
い
範
囲
に
い
く
つ
か
の

集
落
を
構
成
し
て
居
住
し
て
い
た
。
家
畜
の
放
牧
を
す
る
た
め
に
は
、
密
集
し
て

居
住
す
る
と
家
畜
が
病
気
に
な
る
。
三
名
は
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
村
の
中
心

部
か
ら
一
時
間
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
か
か
る
集
落
に
住
ん
で
い
た
。
パ
リ
ア
は



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
七
五

ウ
チ
ュ
ハ
ラ
イ
村
の
中
心
か
ら
離
れ
た
付
属
集
落
で
あ
り
、
密
告
し
た
人
物
自
体

他
村
出
身
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
殺
害
に
参
加
し
た
と
す
る
根
拠
も
薄
い
。
ア
ウ

カ
ト
マ
も
殺
害
が
行
わ
れ
た
村
の
中
心
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
集
落
に
居
住
し
て
い

た
。
記
者
た
ち
の
殺
害
は
短
時
間
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
呼
ば
れ
て
か
ら

現
場
に
駆
け
付
け
た
の
で
は
間
に
合
わ
ず
、
彼
ら
が
偶
然
村
の
中
心
部
に
居
合
わ

せ
て
い
た
場
合
を
除
き
、
実
際
に
は
殺
害
に
参
加
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
たx

。

　

ア
ウ
カ
ト
マ
に
関
連
し
て
、
当
時
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
の
一
員
で
あ
っ
た
あ
る
村
人
は

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

マ
ル
テ
ィ
ン44

を
捕
ま
え
た
後
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
来
ま
し
た
。
ワ
イ
チ
ャ
オ

村
で
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
争
い
が
あ
り
ま
し
た
。
前
方
の
「
農
民
共
同
体
」
で
テ
ニ

エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
だ
っ
た
ガ
ビ
ラ
ン
さ
ん
た
ち
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち45

を
殺
し
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
見
て
い
ま
せ
ん
。
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は
た
く
さ
ん

お
金
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
が
バ
ラ
の
カ
ル
ゴ
に
あ
る
時
に
起
こ
り
ま

し
た
。
エ
ス
テ
バ
ン
と
い
う
名
の
ア
ル
グ
ア
シ
ル46

が
お
り
、
彼
が
私
に
上
の
方
の

地
区47

で
テ
ロ
リ
ス
ト
を
殺
し
た
と
伝
え
ま
し
た
。
私
た
ち
は
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ

ル
ナ
ド
ー
ル
の
家
に
行
き
、
そ
の
後
、
ア
ル
カ
ル
デ
の
家
に
行
き
ま
し
た
。「
ア
ル

カ
ル
デ
の
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、
ア
ル

カ
ル
デ
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
の
家
で
、

「
村
に
行
っ
て
、（
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
闘
う
た
め
に
）
立
ち
上
が
る
よ
う
に

言
お
う
」「
イ
キ
チ
ャ48

に
行
こ
う
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
き
ま
し
た
。
イ
キ
チ
ャ

で
は
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
人
々
を
殺
し
て
い
ま
し
た
（
二
〇
〇
四
年
筆
者
イ
ン
タ

44　

外
か
ら
村
に
組
織
化
し
に
来
た
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
。

45　

実
際
に
は
テ
ロ
リ
ス
ト
で
は
な
く
記
者
た
ち
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

46　

バ
ラ
ヨ
ッ
ク
の
一
役
職
。
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
の
な
か
で
は
下
位
の
役
職
。

47　

農
民
共
同
体
側
を
意
味
す
る
。

48　

近
隣
の
村
。
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ビ
ュ
ー
、
原
文
ケ
チ
ュ
ア
語
）。

　

こ
こ
で
は
、
一
村
人
が
当
時
事
件
を
ど
の
よ
う
に
み
て
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し

た
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。
記
者
た
ち
は
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
認
識
さ
れ
、
ア
ル
ゲ

ダ
ス
の
農
園
に
属
し
て
い
た
話
者
は
、
農
民
共
同
体
側
の
役
職
者
で
あ
る
テ
ニ
エ

ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
た
ち
が
「
テ
ロ
リ
ス
ト
（
実
際
に
は
記
者
））
た
ち
を
殺

害
し
た
と
い
う
知
ら
せ
を
、
下
位
の
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
（alguacil

ア
ル
グ
ア
シ
ル
）
か

ら
き
き
、
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
の
一
員
と
し
て
そ
の
長
で
あ
る
ア
ル
カ
ル
デ
に
知
ら
せ
ね

ば
と
考
え
ア
ウ
カ
ト
マ
に
知
ら
せ
に
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
同
時
に
ア
ウ
カ
ト
マ
が

殺
害
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
証
言
と
呼
応
す
る
よ

う
に
、
ア
ウ
カ
ト
マ
の
隣
人
で
従
姉
妹
で
あ
っ
た
女
性
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
夜
に
な
っ
て
か
ら
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
イ
ン

テ
ィ
ワ
タ
ナ
に
、「
タ
イ
タ49

・
ア
ウ
カ
ト
マ
、
急
い
で
来
て
く
だ
さ
い
、
テ
ロ
リ
ス

ト
た
ち
が
私
た
ち
を
殺
害
し
て
い
ま
す
。
手
伝
っ
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
二
、三
名

の
人
々
が
呼
び
に
来
た
の
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
高
台
に
来
て
ア
ル
カ
ル
デ
の
ア
ウ

カ
ト
マ
さ
ん
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
い
て
、
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
私
の

夫
や
従
兄
弟
た
ち
と
馬
を
探
し
に
行
き
ま
し
た
。「
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ50

で
何
が
起
こ
っ

た
の
だ
ろ
う
」、
そ
う
い
い
な
が
ら
馬
に
ま
た
が
っ
て
見
に
行
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
彼
ら
は
悲
痛
な
面
持
ち
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
恐
ろ
し
さ
に
泣
い
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
た
ち
に
話
し
始
め
た
の
で
す
。「
そ
の
場
所
一
体
に
、
み

ん
な
と
て
も
太
っ
た
人

5々1

が
倒
れ
て
い
た
」そ
れ
を
見
て
戻
っ
て
き
た
の
で
す
。「
ウ

49　
「
タ
イ
タ
」
は
ケ
チ
ュ
ア
語
で
「
父
」
を
意
味
す
る
が
、
男
性
に
対
す
る
敬
称
と
し
て

も
使
用
さ
れ
る
。

50　

こ
の
文
脈
で
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
中
心
部
を
指
す
。

51　

記
者
た
ち
の
う
ち
最
年
長
の
セ
ダ
ノ
と
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
は
恰
幅
が
よ
か
っ
た
。
ま
た
、

非
先
住
民
系
の
人
々
に
比
べ
て
一
般
に
小
柄
で
痩
せ
て
い
る
先
住
民
の
人
々
か
ら
み
れ
ば
、

非
先
住
民
は
体
が
大
き
く
み
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
七
七

チ
ュ
ラ
ハ
イ
の
人

5々2

は
何
て
こ
と
を
仕
出
か
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」「
あ
あ
、

愛
す
る
人
よ
、こ
れ
か
ら
彼
等
に
何
が
起
こ
る
だ
ろ
う
」
そ
れ
が
私
た
ち
に
起
こ
っ

た
こ
と
で
す
。私
た
ち
は
底
知
れ
ぬ
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。私
た
ち
は
コ
ム
ニ
ダ（
共

同
体
）
に
奉
仕
し
て
い
た53

の
で 

（
事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
）
私
た
ち
に
知
ら
せ

に
き
た
の
で
す
。
私
は
夫
か
ら
聞
い
た
だ
け
で
直
接
は
見
て
い
ま
せ
ん
。

ア
ル
カ
ル
デ
だ
っ
た
シ
メ
オ
ン
・
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
私
の
従
兄
弟
で
し
た
。「
ア

ウ
カ
ト
マ
」
は
「
チ
チ
ャ
を
飲
む
人
」
と
い
う
意
味
で
す
。
彼
は
フ
ロ
ン
ト
ン
刑

務
所54

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
記
者
た
ち
の
殺
害
に
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
の
に
。
彼

は
ス
ペ
イ
ン
語
が
全
く
話
せ
ず
、
読
む
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ワ
ン

タ
に
自
主
的
に
訴
え
に
い
っ
た
の
で
す55

。
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
私
の
夫
に「
行
こ
う
。

殺
さ
れ
た
人
々
を
こ
の
ま
ま
に
は
し
て
は
お
け
な
い
」
そ
う
言
っ
て
、
気
の
毒
な

ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
私
の
家
の
裏
を
通
っ
て
出
掛
け
て
行
き
ま
し
た
。
自
分
自
身

で
決
断
し
て
訴
え
に
い
っ
た
の
で
す
。
何
の
罪
も
な
か
っ
た
の
に
訴
え
に
行
っ
た

た
め
に
、
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
そ
こ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
は
記
者
た
ち
が
殺
害
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
。

彼
は
私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
プ
ト
ゥ
カ
の
裏
に
住
ん
で
い
ま
し
た56

。
ア
ウ
カ
ト
マ

さ
ん
は
バ
ラ
ヨ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
見
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。
彼
は
、
記
者
た
ち57

が
み
ん
な
亡
く
な
っ
て
か
ら
（
村
の

中
心
に
）
行
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
役
職
者
と
し
て
（
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ

が
お
こ
な
っ
た
虐
殺
を
）
訴
え
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
（
ワ
ン
タ
に
）

行
っ
た
と
こ
ろ
、
も
う
戻
っ
て
来
ず
姿
を
消
し
ま
し
た
。
血
を
吐
き
な
が
ら
亡
く

な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
遺
体
を
引
き
渡
す
よ
う
に
と
は
誰
も
言
い
ま
せ
ん
で

52　

こ
の
文
脈
で
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
中
心
部
を
指
す
。

53　

バ
ラ
ヨ
ッ
ク
等
の
役
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

54　

実
際
に
は
、
サ
ン
フ
ア
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所
。
エ
ル
・
フ
ロ
ン
ト
ン
島
の

刑
務
所
と
サ
ン
・
フ
ア
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所
で
は
一
九
八
六
年
に
刑
務
所
で

暴
動
が
起
こ
っ
た
際
に
、
軍
が
投
入
さ
れ
大
規
模
な
囚
人
の
虐
殺
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

55　

聖
母
カ
ル
メ
ン
の
祭
り
の
最
後
の
日
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
が
お
こ
な
っ
た
村
人
た

ち
の
虐
殺
を
指
す
。

56　

殺
害
が
行
わ
れ
た
村
の
中
心
部
か
ら
は
遠
い
場
所
に
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

57　

先
述
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
異
な
り
、
す
で
に
村
で
は
様
々
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

た
め
、
話
者
は
「
記
者
」
と
し
て
い
る
。
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し
た
。
騒
乱
の
時
代
に
ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
の
家
族
は
全
員
亡
く
な
り
ま
し
た58

。
み

ん
な
姿
を
消
し
ま
し
た
。
誰
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
（
二
〇
一
九
年
八
月
筆
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
ケ
チ
ュ
ア
語
）。

話
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
異
な
る
機
会
に
自
ら
が
見
聞
き
し
た
こ
と
を
語
っ

て
お
り
、
お
互
い
に
何
を
語
っ
て
い
る
か
は
知
ら
な
い
。
当
時
者
で
あ
っ
た
村
人

同
志
で
紛
争
時
代
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

を
集
め
る
と
、
ま
る
で
ピ
ー
ス
が
収
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
出
来
事
が
紡
が
れ
て
い

く
。
さ
ら
に
、
ア
ウ
カ
ト
マ
の
姪
に
あ
た
る
人
物
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

私
の
叔
父
（
ア
ウ
カ
ト
マ
）
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
役
職
者
で
し
た
。
記
者
を

殺
し
た
の
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
農
民
共
同
体
側
の
人
々
で
、叔
父
は
無
実
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
者
た
ち
の
死
に
罪
が
あ
る
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
叔
父
は
村
の
中
心
か
ら
遠
い
プ
ト
ゥ
カ
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
の
に
。

村
で
は
見
知
ら
ぬ
人
が
村
に
入
っ
て
来
よ
う
と
す
る
と
き
、
役
職
者
が
呼
び
止

め
て
確
認
し
ま
す
。
そ
れ
で
叔
父
は
呼
ば
れ
て
、
畑
で
働
い
て
い
た
そ
の
ま
ま
の

恰
好
で
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
記
者
た
ち
の
殺
害
が
お
こ
な
わ
れ

た
後
に
着
き
ま
し
た
。
殺
害
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
中
心
部
に
住
む
農
民
共
同
体

側
の
人
々
が
し
た
こ
と
で
す
。
村
の
な
か
に
は
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
人
々

も
い
た
の
で
、
人
々
を
集
め
て
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
で
何
が
起

こ
っ
た
の
か
は
じ
め
て
詳
細
を
知
り
ま
し
た
。「
今
、
我
々
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ

ろ
う
か
？
」「
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
記
者
の
死
を
め
ぐ
っ
て
集
会
が
お
こ

58　

後
述
の
よ
う
に
息
子
の
一
人
は
生
き
延
び
て
い
る
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
七
九

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
人
々
は
「
記
者
」
と
い
わ
ず
、「
よ
そ
者
」
が
村
に
来
た

と
だ
け
言
っ
て
い
ま
し
た59

。
そ
れ
で「
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
」「
こ

こ
は
も
う
危
険
の
渦
中
に
あ
る
」
そ
ん
な
ふ
う
に
み
ん
な
で
話
合
っ
て
戻
っ
て
き

ま
し
た
。

叔
父
が
リ
マ
の
刑
務
所
に
入
っ
た
と
き
、
私
は
ま
だ
幼
か
っ
た
で
す
。
叔
父
は

捕
ま
っ
て
、妻
や
子
供
た
ち
を
思
い
深
く
悲
し
ん
で
い
る
と
き
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

心
配
の
あ
ま
り
病
気
に
な
り
、刑
務
所
で
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
叔
父
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
私
た
ち
は
誰
も
そ
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
刑
務
所
に
は
ど
の

く
ら
い
入
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
す
で
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
私
た
ち
に
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
の
で
、
そ
れ
で
私
た
ち
は
叔
父
の
死
を
知
り

ま
し
た
。
で
も
、
私
た
ち
が
知
っ
た
の
は
叔
父
の
死
か
ら
大
分
経
っ
た
後
で
し
た
。

私
た
ち
は
と
て
も
悲
し
み
ま
し
た
。

ア
ウ
カ
ト
マ
さ
ん
に
は
三
人
の
息
子
が
い
ま
し
た
が
、
二
人
は
プ
ト
ゥ
カ
で
行

方
不
明
に
な
っ
て
殺
さ
れ
ま
し
た
。
長
男
の
み
が
生
き
残
っ
て
い
ま
す
。
末
っ
子

は
女
の
子
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
ワ
ン
タ
で
彼
女
と
い
っ
し
ょ
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が60

、
海
軍
に
連
れ
去
ら
れ
て
現
在
も
行
方
不
明
の
ま
ま
で
す
。
当
時
彼
女
に
は

ま
だ
一
才
か
二
才
の
小
さ
な
男
の
子
が
一
人
い
ま
し
た
が
、
そ
の
息
子
と
と
も
に

連
れ
去
ら
れ
姿
を
消
し
ま
し
た61

。（
二
〇
一
九
年
八
月
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、ケ
チ
ュ

ア
語
）

　

長
期
に
渡
っ
て
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
一
方
で
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
は
セ
ン
デ

ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
政
府
軍
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
、
一
九
八
四
年
末
に
は
村
自
体
が

59　

当
時
は
村
の
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
文
盲
で
、
街
に
行
っ
た
経
験
が
な
い
と
テ
レ
ビ
や
新

聞
を
み
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
村
で
は
「
記
者
」
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
々
は「
記
者（periodista

）」と
い
う
存
在
や
、「
記

者
」
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
語
を
、
事
件
後
に
知
る
よ
う
に
な
る
。
事
件
当
時
は
村
人
た
ち
に

よ
っ
て
、「
よ
そ
者
」、「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
等
と
語
ら
れ
、
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

60　

話
者
の
家
族
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
政
府
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
な
か
ワ
ン
タ
の

街
に
逃
げ
た
。
ワ
ン
タ
の
街
の
郊
外
に
は
、高
地
の
村
か
ら
逃
げ
き
て
国
内
避
難
民
と
な
っ

た
先
住
民
の
人
々
が
住
む
地
区
が
で
き
た
。
夫
を
殺
害
さ
れ
未
亡
人
と
な
り
、
乳
飲
み
子

を
抱
え
て
い
た
ア
ウ
カ
ト
マ
の
娘
は
話
者
の
親
戚
だ
っ
た
の
で
、
と
も
に
ワ
ン
タ
の
街
に

逃
げ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
く
未
亡
人
と
な
っ
て
い
た
叔
母
に
あ
た
る
話
者
の
母
が
若
い
彼

女
の
め
ん
ど
う
を
み
て
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
た
。

61　

行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
当
時
、
ワ
ン
タ
に
あ
っ
た
軍
の
基
地
に
多
く

の
人
々
が
連
行
さ
れ
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
秘
密
裡
に
殺
害
さ
れ

た
。
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消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
セ
ン
デ
ロ
に
よ
る
大
規
模
な
襲
撃
は
、
五
月
の
エ
ス

ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
（
十
字
架
の
祭
り
）
の
日
と
、
七
月
の
マ
マ
チ
ャ
（
聖
母
）・

カ
ル
メ
ン
の
祭
り
の
最
後
の
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
村
人
た
ち

は
広
範
囲
に
散
逸
し
て
居
住
し
て
い
る
が
、
祭
の
日
は
人
々
が
集
ま
る
た
め
、
反

政
府
組
織
の
側
か
ら
み
れ
ば
効
率
的
に
襲
撃
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
が

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
大
規
模
な
襲
撃
に
祭
り
の
日
が
選
ば
れ
た
理
由
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

生
き
延
び
た
村
人
た
ち
は
親
戚
縁
者
や
擬
制
親
族
が
い
る
他
の
村
や
熱
帯
雨
林

地
域
、
ワ
ン
タ
、
タ
ン
ボ
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
、
リ
マ
等
に
逃
げ
国
内
避
難
民
と
な
っ

た
。
熱
帯
雨
林
地
域
で
は
コ
カ
や
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
も

と
も
と
村
人
た
ち
が
農
閑
期
に
働
き
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
逃
げ
延

び
た
先
で
命
を
落
と
す
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
真
実
和
解
委
員
会
が
記
録
し

た
だ
け
で
も
一
三
五
名
の
村
人
た
ち
が
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
、
も
し
く
は
政
府

軍
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
て
い
る
。xi 

　

一
方
リ
マ
で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
三
名
の
先
住
民
を
被
告
人
と
す
る
裁
判
が
続
け

ら
れ
た
。
裁
判
は
四
年
間
に
わ
た
っ
て
続
き
、
最
終
的
な
判
決
は
一
九
八
七
年
に

下
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
は
、
事
件
の
翌
年
の
一
九
八
四
年

末
に
は
す
で
に
消
滅
し
て
お
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
村
人
た
ち
も
姿
を
消
し
て

い
た
。
つ
ま
り
八
名
の
非
先
住
民
の
記
者
の
殺
害
を
め
ぐ
る
裁
判
は
、
大
規
模
な

虐
殺
に
よ
っ
て
住
民
が
す
で
に
い
な
く
な
り
村
自
体
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
村
で

起
こ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
、
殺
害
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
三

名
の
先
住
民
を
被
告
人
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
実
際
に
殺
害
に
関
与
し
た
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
裁
判
が
始
ま
る
前
に
、

村
か
ら
逃
げ
る
か
、
記
者
の
遺
族
の
一
人
の
復
讐
に
よ
り
殺
害
さ
れ
こ
の
世
に
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
る
で
「
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
よ
う
な
、
不
条

理
な
裁
判
に
疑
問
が
も
た
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
写
真
９
）。

　

無
名
の
村
人
、
農
民
で
あ
っ
た
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
は
、
事
件
を
機
に
、

村
人
で
は
な
い
人
々
の
目
に
は
ま
る
で
主
人
公
が
あ
る
朝
目
が
覚
め
た
ら
巨
大
な

虫
に
姿
を
変
え
て
い
た
カ
フ
カ
の
『
変
身
』
の
よ
う
に
、
無
知
で
野
蛮
な
殺
人
鬼

に
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
事
件
後
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
は
命
の
危
険
を

伴
う
過
酷
な
ス
テ
ィ
グ
マ
を
刻
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
内
避
難
民
に
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
出
身
村
を
偽
っ
て
暮
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
調
査
を
お
こ
な
っ
た
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
は
次
の
よ
う
に

記
す
。

　

集
会
が
終
わ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
に
強
い
衝
撃
を

受
け
て
―
記
者
た
ち
の
墓
は
ま
だ
開
け
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
―
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ

へ
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
村
の
一
人
の
小
柄
な
女
性
が
急
に
踊
り
だ
し
た
。

彼
女
は
わ
れ
わ
れ
に
は
意
味
が
わ
か
ら
な
い
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
。
女
は
子

供
み
た
い
に
小
さ
か
っ
た
が
、
皺
の
寄
っ
た
老
婆
の
よ
う
な
顔
を
し
て
お
り
、

そ
の
両
頬
は
縦
横
に
走
る
皺
だ
ら
け
で
、
腫
れ
ぼ
っ
た
い
唇
は
高
原
の
寒
気
に

さ
ら
さ
れ
て
暮
す
者
の
そ
れ
だ
っ
た
。
彼
女
は
裸
足
で
、
色
物
の
ス
カ
ー
ト
を

は
き
、
リ
ボ
ン
の
つ
い
た
ソ
ン
ブ
レ
ロ
を
か
ぶ
っ
て
い
た
、
そ
し
て
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
て
い
る
間
、
一
握
り
の
イ
ラ
ク
サ
で
わ
れ
わ
れ
の
足
を
そ
っ
と
叩
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い
て
い
た
。
古
い
儀
式
に
則
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
別
れ
を
告
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
彼
ら
の
生
活
に
新
た
な
苦
悩
と
驚
愕
の
種
を
も
た
ら
し

た
、
あ
あ
し
た
よ
そ
者
―
〈
セ
ン
デ
リ
ス
タ
〉、〈
記
者
〉、〈
ス
ィ
ン
チ
ス
〉
―

の
一
部
な
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
を
呪
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
わ
れ
わ
れ

の
た
め
に
悪
魔
払
い
を
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？xii

（
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ

サ1990 : 1085-86
）

　

村
で
は
カ
ー
ニ
バ
ル
の
祭
り
で
、
イ
ラ
ク
サ
（
ア
シ
）
を
束
ね
た
も
の
で
足
を

叩
く
（
写
真
10
）。
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
の
一
行
が
村
を
訪
問
し
た
の
は
、
カ
ー
ニ

バ
ル
の
頃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
行
為
を
め
ぐ
っ
て
、
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ

は
「
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
を
呪
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
思
考
を
め
ぐ
ら
す
。

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
と
は
人
種
的
背
景
が
異
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で
あ
る

バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
は
、
村
の
女
性
を
あ
る
意
味
共
感
し
え
な
い
「
他
者
」
と
し

て
醜
い
と
す
ら
み
え
る
姿
で
描
写
し
て
い
る
。
彼
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

八
人
の
記
者
―
私
は
そ
の
う
ち
の
二
人
を
知
っ
て
い
て
、
ア
マ
ド
ー
ル
・
ガ

ル
シ
ア
と
は
、
彼
が
ア
ヤ
ク
チ
ョ
に
旅
立
つ
ほ
ん
の
二
、三
日
前
一
緒
に
い
た
─

に
つ
い
て
の
真
相
は
、
ま
る
で
、
自
分
自
身
の
国
の
新
し
い
─
恐
ろ
し
い
─
歴

史
を
発
見
し
て
い
く
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
だ
が
そ
の
時
で
さ
え
、
私
が

住
ん
で
い
る
の
と
は
異
な
っ
た
ペ
ル
ー
か
ら
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
忘
却
と
逆

境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
聖
な
る
山
々
の
な
か
で
生
き
長
ら
え
て
き
た
昔
な

が
ら
の
古
い
ペ
ル
ー
か
ら
出
て
来
た
か
と
思
わ
れ
る
、あ
の
小
柄
な
女
性
が
踊
っ

た
り
イ
ラ
ク
サ
で
わ
れ
わ
れ
の
足
を
叩
い
た
り
す
る
の
を
見
て
い
た
時
の
、
あ

の
黒
い
雲
に
お
お
わ
れ
た
夕
暮
れ
に
感
じ
た
ほ
ど
の
大
き
な
悲
し
み
を
、
私
は

か
つ
て
一
度
も
味
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
あ
の
か
ぼ
そ
い
小
柄
な
女
は
、
間
違

い
な
く
、
石
を
投
げ
棍
棒
を
振
る
っ
た
女
た
ち
の
一
人
だ
、
と
い
う
の
は
イ
キ

チ
ャ
の
女
た
ち
は
、男
と
同
じ
よ
う
に
好
戦
的
な
の
で
有
名
だ
か
ら
だ
。ビ
リ
ー
・

レ
ッ
ド
（
筆
者
注　

ウ
ィ
リ
ー
・
レ
ッ
ト
）
が
死
後
に
残
し
た
写
真
で
は
、
最

前
列
に
女
た
ち
の
姿
が
見
え
る
。
恐
怖
と
激
怒
の
た
め
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た

あ
の
共
同
体
を
思
い
描
く
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
（
バ
ル
ガ
ス

＝
リ
ョ
サ1990 : 1986

）。

　

ガ
ル
シ
ア
に
加
え
、
記
者
た
ち
の
う
ち
最
年
長
で
首
都
リ
マ
で
活
躍
し
て
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
セ
ダ
ノ
も
、
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
の
知
人
で
も
あ
っ
た
。
バ
ル

ガ
ス
・
リ
ョ
サ
の
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
を
視
る
眼
差
し
に
は
、
こ
の
人
々
に

よ
っ
て
知
人
た
ち
を
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
プ
レ
テ
ク
ス
ト
が
あ
っ
た
。さ
ら
に
、「
わ

た
し
が
住
ん
で
い
る
の
と
は
異
な
っ
た
ペ
ル
ー
か
ら
」「
昔
な
が
ら
の
古
い
ペ
ル
ー

か
ら
」と
い
う
記
述
に
は
、ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
と
の
間
に
存
在
し
て
い
た「
距

離
」
―
同
時
代
的
で
あ
り
な
が
ら
時
間
の
流
れ
に
よ
っ
て
布
置
さ
れ
て
い
る
―
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
が
、
委
員
会
に
よ
る
調
査
の
報
告
書
と
し
て
書
か
れ

た
も
の
で
な
く
、
文
学
者
に
よ
る
私
的
観
察
と
し
て
巧
み
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
、

逆
に
当
時
の
首
都
リ
マ
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
々
の
ア
ン
デ
ス
の
先
住
民
に
向

け
た
眼
差
し
が
照
射
さ
れ
る
。
こ
の
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
当
時
の
ペ
ル
ー

の
識
字
者
の
多
く
に
と
っ
て
、
ア
ン
デ
ス
世
界
を
、
そ
し
て
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の



成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号
（
二
〇
二
一
）

一
八
二

人
々
を
、
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
の
目
を
通
し
て
み
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
彼
の
立
ち

位
置
か
ら
み
る
こ
と
は
、
そ
の
記
述
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
気
づ
か
な
い
ほ
ど
自

然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
．
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
と
裁
判

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
を
め
ぐ
る
裁
判
に
は
、
捕
ら
え
ら
れ
た
三
名
が
ケ
チ
ュ
ア

語
話
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
通
訳
が
つ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
単
純
に
法
廷
通
訳

を
つ
け
れ
ば
言
語
の
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ケ
チ
ュ
ア

語
に
は
標
準
ケ
チ
ュ
ア
語
が
存
在
し
な
い
。
た
と
え
ば
日
本
語
に
関
し
て
、
私
た

ち
は
義
務
教
育
の
下
で
の
「
国
語
」
教
育
を
通
じ
て
共
通
語
を
学
ぶ
。
国
語
に
限

ら
ず
、
教
科
書
や
授
業
で
は
共
通
語
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
国
内
各

地
で
方
言
が
使
用
さ
れ
て
い
て
も
意
思
の
疎
通
が
可
能
で
あ
る
。
方
言
と
い
う
概

念
自
体
も
、
標
準
語
（
共
通
語
）
が
作
ら
れ
、
日
本
語
が
標
準
語
と
方
言
に
分
け

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ペ
ル
ー
の
ケ
チ
ュ
ア
語

に
は
標
準
ケ
チ
ュ
ア
語
が
存
在
せ
ず
、
辞
書
や
文
法
書
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
実
際

に
は
通
訳
は
困
難
を
伴
う
。
ケ
チ
ュ
ア
語
自
体
、
も
と
も
と
ア
ン
デ
ス
地
域
に
は

多
様
な
民
族
、
言
語
が
存
在
す
る
な
か
、
一
五
世
紀
前
半
に
急
速
に
地
域
で
勢
力

を
拡
大
し
た
イ
ン
カ
帝
国
が
公
用
語
と
し
て
使
用
し
、
そ
の
後
も
植
民
地
支
配
の

便
宜
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
広
ま
っ
た
言
語
で
あ
る
。

　

加
え
て
ブ
レ
ヒ
ト
が
全
体
主
義
の
抑
圧
さ
れ
た
社
会
の
も
と
で
の
ユ
ー
モ
ア
や

レ
ト
リ
ッ
ク
の
発
達
に
言
及
し
た
よ
う
に
（
ブ
レ
ヒ
ト1981

）、
お
互
い
が
お
互

い
を
監
視
し
合
い
密
告
が
横
行
し
た
紛
争
下
で
、
様
々
な
隠
語
や
メ
タ
フ
ァ
ー
が

生
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ケ
チ
ュ
ア

語
で
「
歩
く
人
」
を
意
味
す
る
「puriq

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
政
府
軍

が
車
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
で
村
に
来
る
の
に
対
し
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は
徒

歩
で
来
る
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
を
反
映
し
て
い
た
。
内
戦
と
い
う
文
脈
で
新
た
に

生
み
出
さ
れ
た
様
々
な
隠
語
の
意
味
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
た
と
え
ケ
チ
ュ
ア
語
話

者
で
あ
っ
て
も
通
訳
、
翻
訳
が
意
味
を
構
成
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
場
合
に

よ
っ
て
は
意
味
の
通
じ
な
い
非
論
理
的
な
こ
と
を
い
う
無
知
な
「
イ
ン
デ
ィ
オ

（Indio

）」
と
み
な
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
理
解
し
え
な
い
文
化
的
相
違
と
い
う
か

た
ち
で
ミ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（m

ystification

）
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
を
め
ぐ
る
法
廷
通
訳
に
関
し
て
、
真
実
和
解
委
員
会
の
報

告
書
に
は
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
「
法
廷
通
訳
者
エ
デ
ィ
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
ラ
（Edilberto Lara

）
は
、
ケ
チ
ュ

ア
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
違
い
の
た
め
、
十
分
な
意
味
を
構
成
す
る
翻
訳
は
で
き

な
い
と
述
べ
た
（
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
の
裁
判
の
記
録Fojas 3690

）。 

同
様
に

法
廷
通
訳
者
で
あ
っ
た
ク
ロ
ド
ア
ル
ド
・
ソ
ト
・
ル
イ
ス
（Clodoaldo Soto 

Ruiz

）
は
、
聞
く
者
に
と
っ
て
「
文
化
的
コ
ン
テ
ス
ト
が
全
く
異
な
っ
て
い
た

の
で
」、
ケ
チ
ュ
ア
語
を
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
逆
も
非

常
に
困
難
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
裁
判
の
記
録Fojas 

3727
）。 

法
廷
通
訳
者
は
、
二
人
と
も
ワ
マ
ン
ガ
大
学xiii

の
ケ
チ
ュ
ア
語
の
教
員

で
あ
っ
た
」（CV

R 2003
:164

）
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こ
こ
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
と
ケ
チ
ュ
ア
語
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
る

が
、
ケ
チ
ュ
ア
語
内
の
多
様
性
、
そ
し
て
当
時
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
支
配
を

受
け
て
い
た
農
村
部
と
、
都
市
に
住
む
ケ
チ
ュ
ア
語
話
者
の
文
脈
の
相
違
は
見
落

と
さ
れ
て
い
る
。

　

真
実
和
解
委
員
会
で
調
査
に
携
わ
っ
た
人
々
に
よ
る
とxiv

、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件

の
調
査
を
行
っ
た
真
実
和
解
委
員
会
は
、
限
ら
れ
た
時
間
し
か
裁
判
記
録
を
閲
覧

す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
ず
、
か
つ
コ
ピ
ー
を
と
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ

れ
故
、
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
音
読
し
て
レ
コ
ー
ダ
ー
に
記
録
し
、
後
か
ら
文

字
に
起
こ
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
以
下
は
そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
裁
判

記
録
の
抜
粋
で
あ
る
。

　

検
察
官
は
三
人
の
被
告
に
有
資
格
殺
人
の
罪
で
二
十
五
年
間
の
懲
役
刑
を
求

め
て
い
た
。
し
か
し
、
特
別
裁
判
所
は
、
訴
訟
の
開
始
か
ら
四
年
後
の

一
九
八
七
年
三
月
九
日
に
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
・
モ
ラ
レ
ス
・
ペ
レ
ス
、
マ
リ
ア
ノ
・

ハ
サ
ニ
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
、
シ
メ
オ
ン
・
ア
ウ
カ
ト
マ
・
キ
ス
ペ
の
そ
れ
ぞ
れ
に

十
年
、
八
年
お
よ
び
六
年
の
懲
役
と
い
う
判
決
を
下
し
た
、
裁
判
所
は
、
故
意

に
犠
牲
者
の
苦
し
み
を
増
す
意
図
が
あ
っ
た
と
裁
判
上
み
な
す
だ
け
の
材
料
は

な
い
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に
犯
罪
や
裁
判
歴
が
な
い
半
文
盲
の
農
民
が
「
暴
力

が
広
が
る
状
態
の
も
と
で
、
そ
の
よ
う
な
二
つ
の
火
の
も
と
で
」
犯
し
た
罪
を

扱
っ
て
い
る
と
し
た
。
し
か
し
、
他
方
で
「
半
文
明
化
さ
れ
、
隷
属
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
の
影
響
力
の
強
弱
は
あ
れ
、そ
の
よ
う
な
影
響
下
に
あ
る
」
と
す
る
（
先

住
民
に
対
す
る
）
刑
法
第
四
十
五
条
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
創

造
的
で
能
力
を
有
し
敬
意
に
値
す
る
文
化
の
枠
組
み
の
中
に
あ
る
ペ
ル
ー
人
」

と
し
て
扱
っ
た
。（CV

R 2003

：166-167

）

　

こ
の
判
決
が
出
さ
れ
た
後
、
記
者
の
家
族
た
ち
は
控
訴
し
た
。
そ
し
て
、
裁

判
官
が
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ベ
ラ
ウ
ン
デ
大
統
領
と
軍
の
最
高
司
令
官
の
責
任
を

決
定
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
見
直
し
は
一
九
八
八
年
六
月
十
四
日
に
判
決
を

下
し
た
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
単
純
な
殺
人
の
罪
で
被
告
デ
ィ
オ
シ

ニ
オ
・
モ
ラ
レ
ス
・
ペ
レ
ス
と
マ
リ
ア
ノ
・
ハ
サ
ニ
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
懲
役
刑

を
十
五
年
に
増
や
し
た
。
三
人
目
の
被
告
で
あ
る
シ
メ
オ
ン
・
ア
ウ
カ
ト
マ
・

キ
ス
ペ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
六
ヶ
月
前
に
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
刑
務
所
で
、
結
核

に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
た
た
め
、
判
決
は
無
効
と
さ
れ
た
。（CV

R2003
:168

）

　

こ
こ
で
は
、
裁
判
に
お
い
て
容
疑
者
た
ち
を
「
先
住
民
」
と
し
て
扱
う
か
「
一

般
の
ペ
ル
ー
人
」
と
し
て
扱
う
か
と
い
う
こ
と
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ

と
が
伺
え
る
。
結
果
、
判
決
は
捕
え
ら
れ
た
三
名
を
「
先
住
民
」
と
し
て
裁
く
の

で
は
な
く
、「
ペ
ル
ー
人
」
と
し
て
裁
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、

事
件
が
紛
争
下
で
起
こ
っ
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

記
者
の
家
族
も
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
記
者
の
家
族
の
な
か
に
は
、
息
子
と

同
様
に
記
者
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ー
・
レ
ッ
ト
の
父
、
殺
害
さ
れ
た
記
者
た
ち
の
う

ち
最
年
少
で
あ
っ
た
メ
ン
デ
ィ
ビ
ル
の
母xv

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
当
の
殺
害

者
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
で
は
な
く
政
府
軍
で
あ
る
、も
し
く
は
軍
が
ウ
チ
ュ

ラ
ハ
イ
村
の
人
々
に
命
じ
て
実
行
さ
せ
た
と
考
え
る
人
々
が
い
た
。
こ
の
た
め
、
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一
八
四

ベ
ラ
ウ
ン
デ
大
統
領
と
政
府
軍
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
矛
盾
が
存
在
す
る
。
も
し
記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
の
が
政
府
軍
で
あ
れ

ば
、
逮
捕
さ
れ
た
村
人
た
ち
は
無
罪
で
あ
る
か
、
少
な
く
と
も
減
刑
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
軍
の
責
任
を
問
う
記
者
の
遺
族
が
被
告
の
村
人
た
ち
の

無
罪
や
減
刑
を
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
刑
期
が
軽
す
ぎ
る
と
不
満
を
表
明
し

た
遺
族
も
い
た
。

六
．		

ケ
チ
ュ
ア
語
世
界
と
ス
ペ
イ
ン
語
世
界
―
非
先
住
民
の
二
人

の
女
性

　

元
村
長
は
、
当
時
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
あ
っ
た
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
女
性

教
員
ア
ン
ヘ
リ
カxvi

が
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
を
支
援
し
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。

同
様
の
証
言
は
複
数
の
村
人
た
ち
か
ら
得
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ン
チ
ェ
ス
兄
弟
も
、

オ
ル
グ
活
動
に
来
た
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
の
マ
ル
テ
ィ
ン
が
村
で

革
命
学
校
を
開
く
に
あ
た
っ
て
、
ア
ン
ヘ
リ
カ
が
村
人
た
ち
に
革
命
学
校
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（Sanchez

＆Sanchez 2013
:112-113

）。

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
あ
っ
た
小
学
校
の
父
母
会
の
代
表
で
あ
っ
た
村
人
は
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。
父
母
会
の
代
表
者
は
学
校
教
員
の
出
勤
や
鍵
の
管
理
も
し
て

い
た
。ア

ン
ヘ
リ
カ
が
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
行
く
と
き
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
彼
女

の
家
に
残
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
知
ら
ず
に
「
先
生
の
親
戚
だ

ろ
う
か
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ン
ヘ
リ
カ
が
村
に
い
な
い
時
は

テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
学
校
で
教
え
て
い
ま
し
た
。（2004

年
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

ケ
チ
ュ
ア
語
）

　

ア
ン
ヘ
リ
カ
が
裁
判
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
重
要
で
あ
っ
た
。ア
ヤ
ク
チ
ョ

市
出
身
の
ア
ン
ヘ
リ
カ
は
、
先
住
民
村
で
あ
る
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
に
お
い
て
、
唯

一
ス
ペ
イ
ン
語
を
母
語
と
し
村
落
外
か
ら
村
に
来
て
村
に
居
住
す
る
非
先
住
民
、

す
な
わ
ち
ミ
ス
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
加
え
て
法
廷
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
語
で
証
言
で

き
る
唯
一
人
の
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
居
住
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。事
件
が
起
こ
っ

た
時
、
ア
ン
ヘ
リ
カ
は
休
暇
中
で
村
に
は
い
な
か
っ
た
。

　

ア
ン
ヘ
リ
カ
は
裁
判
で
、
村
で
は
一
度
も
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー

を
み
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
彼
女
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
同
様

に
語
っ
た
。
真
実
和
解
委
員
会
に
よ
る
調
査
及
び
筆
者
に
よ
る
調
査
で
は
、
村
に

は
一
九
八
一
年
頃
か
ら
マ
ル
テ
ィ
ン
と
い
う
コ
マ
ン
ド
名
の
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ

ソ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
当
初
は
商
人
を
装
っ
て
訪
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
村

人
の
な
か
に
も
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
加
わ
る
人
々
が
現
れ
た
。

　

ア
ン
ヘ
リ
カ
は
村
へ
の
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
侵
入
を
否
定
し
た
だ
け
で
な

く
、
村
長
が
銃
を
手
に
持
つ
写
真
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
記
者
た
ち
の
殺

害
に
お
け
る
政
府
軍
の
関
与
を
示
唆
し
た
。
こ
れ
は
殺
害
さ
れ
た
記
者
の
家
族
、

記
者
た
ち
の
一
部
、
左
翼
系
の
人
々
が
、
八
名
の
記
者
を
殺
害
し
た
の
は
ウ
チ
ュ

ラ
ハ
イ
村
の
人
々
で
は
な
く
、
政
府
軍
で
あ
る
と
す
る
主
張
を
支
持
す
る
の
に
寄

与
し
た
。
し
か
し
、
サ
ン
チ
ェ
ス
兄
弟
に
よ
る
と
、 

事
件
が
起
こ
る
前
、
十
二
月

末
に
村
に
政
府
軍
が
二
機
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
き
て
五
日
間
滞
在
し
た
。
軍
は
村

の
役
職
者
と
会
合
す
る
と
と
も
に
、
村
の
若
者
た
ち
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
八
五

闘
う
た
め
の
軍
事
訓
練
を
し
て
い
る
（Sanchez&

Sanchez 2013 : 121-123

）。
そ

れ
故
、
村
長
が
銃
を
持
つ
写
真
が
存
在
す
る
こ
と
は
矛
盾
せ
ず
、
か
つ
そ
の
写
真

が
記
者
た
ち
の
殺
害
に
政
府
軍
が
直
接
関
与
し
た
こ
と
の
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。

　

も
う
一
人
の
重
要
な
人
物
は
、
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
異
父
妹
で
あ
り
、
ア
ル
グ
メ

ド
の
妹
に
あ
た
る
マ
ル
タ
（
仮
名
）xvii

で
あ
る
。
マ
ル
タ
は
ケ
チ
ュ
ア
語
と
ス
ペ
イ

ン
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
当
時
、
ア
ル
グ
メ
ド
や
マ

ル
タ
が
住
む
チ
ャ
カ
バ
ン
バ
は
す
で
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
影
響
下
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
地
域
の
人
々
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
。
ア
ル
グ
メ

ド
が
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
ア
ル
グ
メ
ド
は
す
で
に
地
域
で
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
説
と
、
ア
ル
グ
メ
ド
が
セ
ン
デ
ロ
と
関
係
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
説
に
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
タ
に
関
し

て
は
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
の
関
わ
り
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

五
月
の
十
字
架
の
祭
と
七
月
の
聖
カ
ル
メ
ン
の
祭
り
の
際
の
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ

ソ
に
よ
る
襲
撃
で
は
、
村
人
た
ち
の
な
か
か
ら
記
者
た
ち
（
及
び
ア
ル
グ
メ
）
の

殺
害
に
加
わ
っ
た
人
々
が
選
別
さ
れ
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
襲
撃
し
た
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
な
か
に
マ
ル
タ
の
姿
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
襲
撃
を

生
き
延
び
た
複
数
の
村
人
た
ち
が
目
撃
し
て
い
る
。

一
九
八
三
年
五
月
十
七
日
、
エ
ス
ピ
リ
ト
ゥ
・
サ
ン
ト
の
日
の
早
朝
五
時
に
セ

ン
デ
ロ
（
・
ル
ミ
ノ
ソ
）
が
や
っ
て
来
て
、家
々
を
燃
や
し
ま
し
た
。
カ
ル
ロ
ス
（
仮

名
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
仲
間
と
な
っ
た
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
村
人
）
が
し

た
こ
と
で
す
。
ア
ル
グ
メ
ド
の
妹
の
マ
ル
タ
（
仮
名
）
も
赤
い
パ
ン
タ
ロ
ン
を
履

い
て
兄
弟
の
復
讐
に
来
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
に
は
政
府
軍
や
警
察
（
リ
ン
セ

lince

）
が
来
ま
し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
き
て
人
々
を
殺
害
し
、
家
畜
を
奪
い
ま

し
た
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
旋
回
し
、
人
々
を
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
爆
弾

を
落
と
し
、
家
畜
を
殺
し
て
奪
い
ま
し
た
。（
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

二
〇
〇
四
年
ケ
チ
ュ
ア
語
）

　

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
が
、
な
ぜ
記
者
た
ち
の
殺
害
に
関
与
し
た
人
々
と
そ
う

で
な
い
人
々
を
正
確
に
選
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
一
つ
は
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ

村
の
村
人
の
な
か
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
加
わ
っ
た
人
々
が
い
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
襲
撃
に
マ
ル
タ
が
加
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
マ
ル
タ
は
兄
た
ち
を
殺
害
し
、
さ
ら
に
自
分
や
母
、
義
姉

を
捕
ま
え
て
不
当
な
扱
い
を
し
た
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
へ
の
復
讐
を
遂
げ
た
。

そ
の
後
マ
ル
タ
は
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
移
住
し
、
ア
ン
デ
ス
の
民
謡
ワ
イ
ノ
の
歌
手

と
な
っ
た
。「
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
の
殉
教
者
（M

artires de U
churaccay

）」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
亡
く
な
っ
た
記
者
た
ち
と
ア
ル
グ
メ
ド
を
歌
っ
た
曲
を
含
む
ワ
イ

ノ
の
カ
セ
ッ
ト
を
発
売
し
て
い
るxviii

（
写
真
11
）。

　

元
村
長
の
モ
ラ
レ
ス
、
元
ア
ル
カ
ル
デ
の
ア
ウ
カ
ト
マ
が
連
行
さ
れ
た
と
き
に

は
、
実
際
に
殺
害
に
参
加
し
た
人
々
は
す
で
に
村
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
。
殺
害

に
関
与
し
た
こ
と
で
身
の
危
険
を
感
じ
村
か
ら
逃
げ
た
村
人
に
も
、
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
の
追
及
の
手
は
及
ん
だ
。
記
者
た
ち
の
殺
害
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
は
、
事
件
の
後
村
か



成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号
（
二
〇
二
一
）

一
八
六

ら
逃
げ
身
を
隠
し
て
い
た
が
、
別
の
場
所
で
、
遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ダ
ド
ー
ル
で
あ
っ
た
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
・
ガ
ビ
ラ

ン
は
セ
ル
バ
に
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
一
九
八
三
年
八
月
二
日
、「
ペ
ル
ー
共
産

党
―
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
」
に
、
タ
ン
ボ
ー
ア
ヤ
ク
チ
ョ
間
の
街
道
か
ら

四
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
タ
ウ
タ
カ
（T

acctaca

）
で
殺
害
さ
れ
た
。

遺
体
の
上
に
は
、「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
・
ガ
ビ
ラ
ン
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
「
黒

い
頭
（cabeza negra

）」、
ゲ
リ
ラ
、
農
民
、
八
名
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
殺

害
者
。
ベ
ラ
ウ
ン
デ
（
大
統
領
名
）
の
追
従
者
で
あ
る
人
民
の
裏
切
り
者
は
こ

の
よ
う
に
死
ぬ
」
と
書
か
れ
た
ビ
ラ
が
置
か
れ
て
い
た
（CV

R 2003:145

）

　
「
黒
い
頭
」
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
が
、
政
府
軍
や
警
察
、
ま
た
こ
れ
ら
国

家
機
関
の
側
に
つ
い
た
人
々
、
反
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
立
場
を
と
る
人
々
に

対
し
て
用
い
た
言
葉
で
あ
る
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
を
支
援
し
た
非
先
住
民
の
小

学
校
教
員
は
、
自
ら
と
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
関
係
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
、
村

へ
の
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
侵
入
を
否
定
し
、
裁
判
や
記
者
た
ち
の
遺
族
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
攪
乱
し
た
。
記
者
の
遺
族
の
一
人
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の

手
を
借
り
て
殺
害
に
関
与
し
た
人
々
へ
の
復
讐
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
記
者
の
殺
害
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
三
名
が
逮
捕
さ
れ
、
記
者
た

ち
の
殺
害
に
関
与
し
た
人
々
は
す
で
に
亡
く
な
り
、
し
か
も
殺
害
の
舞
台
と
な
っ

た
村
自
体
が
消
滅
し
村
人
た
ち
は
国
内
避
難
民
と
な
る
な
か
で
、
長
期
に
わ
た
っ

て
裁
判
が
続
け
ら
れ
、
結
果
と
し
て
三
名
の
村
人
に
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

記
者
と
遺
族
た
ち
の
多
様
性
も
重
要
で
あ
る
。
殺
害
さ
れ
た
記
者
た
ち
は
ア
ヤ

ク
チ
ョ
を
は
じ
め
と
す
る
山
岳
部
出
身
の
者
も
い
れ
ば
リ
マ
出
身
の
者
も
お
り
、

そ
の
人
種
的
、
社
会
的
背
景
は
様
々
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
で
高
等
教
育
を
受

け
て
お
り
、
リ
マ
在
住
で
、
ア
ン
デ
ス
（
先
住
民
）
世
界
を
知
ら
な
い
記
者
の
遺

族
も
い
れ
ば
、
山
岳
部
の
ア
ン
デ
ス
地
域
出
身
で
、
ケ
チ
ュ
ア
語
と
ス
ペ
イ
ン
語

の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
メ
ス
テ
ィ
ソ
の
遺
族
も
い
る
。

　

マ
ル
タ
は
誰
が
記
者
た
ち
と
ア
ル
グ
メ
ド
の
殺
害
に
関
わ
っ
た
の
か
を
把
握
し

て
い
た
が
、
そ
の
こ
と
を
他
の
遺
族
た
ち
と
共
有
す
る
こ
と
は
な
か
っ
たxix

。
記
者

の
遺
族
た
ち
の
な
か
に
、被
告
と
な
っ
た
村
人
三
名
に
よ
り
重
い
罪
を
望
ん
だ
人
々

も
い
た
。
筆
者
に
よ
る
リ
マ
在
住
の
ウ
ィ
リ
ー
・
レ
ッ
ト
の
父
と
メ
ン
デ
ィ
ヴ
ル

の
母xx

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、
二
人
は
記
者
た
ち
の
殺
害
に

は
政
府
軍
の
関
与
が
あ
っ
た
と
み
て
お
り
、「
正
義
」
を
求
め
続
け
て
い
た
。
メ
ン

デ
ィ
ヴ
ル
の
母
は
人
権
運
動
の
象
徴
に
も
な
り
海
外
に
も
講
演
に
招
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
殺
害
の
真
犯
人
は
村
人
で
は
な
く
政
府
軍
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
記
者
た
ち
の
死
の
責
任
は
政
府
及
び
政
府
軍
に
あ
り
、
村
人
を
有
罪

と
し
刑
を
科
す
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
毎
年
、
事
件
が
起
こ
っ
た
日
に

は
記
者
た
ち
や
遺
族
が
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
を
訪
れ
、
記
者
た
ち
の
栄
誉
を
称
え
る

式
典
が
開
催
さ
れ
る
。記
者
た
ち
を
殺
害
し
た
の
は
政
府
軍
で
あ
る
と
み
な
す
人
々

も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
政
府
及
び
政
府
軍
の
責
任
を
問
う

た
め
に
米
州
人
権
裁
判
所
へ
の
提
訴
が
行
わ
れ
て
い
る
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
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の
後

一
八
七

七
．
お
わ
り
に

　

バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
が
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ

と
闘
う
た
め
に
銃
を
望
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

彼
ら
は
〈
無
知
な
者
た
ち
〉
だ
っ
た
。
あ
の
三
月
十
四
日
に
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ

イ
近
辺
の
人
々
が
心
配
し
て
い
た
の
は
、
過
去
で
は
な
く
未
来
、
つ
ま
り
、〈
セ

ン
デ
リ
ス
タ
〉
の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
を
守
り
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
、

〈
ス
ィ
ン
チ
ス
〉
に
頼
も
う
か
？
少
な
く
と
も
三
挺
の
小
銃
を
送
っ
て
く
れ
る
よ

う
、〈
政
府
さ
ん
〉
に
頼
も
う
か
？
集
会
が
始
ま
っ
た
と
き
、
私
は
委
員
会
に
助

言
者
と
加
わ
っ
て
い
た
人
類
学
者
の
忠
告
に
従
っ
て
、
地
面
に
焼
酎
を
撒
き
、

彼
等
の
守
護
神
、
ラ
ス
ウ
ィ
ル
カ
に
敬
意
を
表
し
て
飲
み
、
コ
カ
の
葉
を
分
け

与
え
、
通
訳
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
ん
だ
何
百
人
も
の
共
同
体
の
人
々

に
、
ペ
ル
ー
の
法
律
は
殺
人
を
禁
じ
て
お
り
、
刑
を
科
し
た
り
裁
い
た
り
す
る

た
め
に
裁
判
官
が
お
り
、
法
律
を
履
行
さ
れ
る
た
め
に
は
当
局
が
あ
る
こ
と
を

説
明
し
よ
う
と
努
め
た
。（
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ1990:1083-84

）

　

ラ
ス
ウ
ィ
ル
カ
山
は
、
植
民
地
時
代
の
記
録
に
も
残
る
イ
ン
カ
時
代
以
前
か
ら

崇
拝
さ
れ
て
き
て
い
る
聖
な
る
山
で
あ
る
。
人
々
は
神
の
山
を
守
護
神
と
し
て
酒
、

コ
カ
の
葉
、
煙
草
を
捧
げ
る
。
し
か
し
、
山
の
神
と
の
関
係
は
各
世
帯
単
位
で
結

ば
れ
て
い
る
た
め
（
細
谷1997

）、
ラ
ス
ウ
ィ
ル
カ
山
は
必
ず
し
も
村
人
共
通
の

神
で
は
な
か
っ
た
。

　

村
人
た
ち
は
無
知
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

提
供
し
た
調
査
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
録
音
に
は
、
村
人
た
ち
が
懐
中
電
灯
を
望

ん
だ
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
襲
撃
が
夜
間
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
は
ケ
チ
ュ
ア
語
で
「
夜

歩
く
人
々
（tuta puriqkuna

）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
が

村
に
調
査
に
来
て
か
ら
数
カ
月
後
に
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
村
人
は
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

マ
ル
タ
（
仮
名　

イ
ン
フ
ァ
ン
テ
と
ア
ル
グ
メ
ド
の
妹
）
が
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち

を
連
れ
て
来
ま
し
た
。
夜
中
の
十
二
時
か
一
時
頃
に
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
を
襲
撃
し
、

明
け
方
の
六
時
頃
に
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
村
の
人
々
の
家
畜
や
衣
服
、
食
料
を

奪
い
ま
し
た
。
村
の
人
々
は
石
を
持
っ
て
戦
い
ま
し
た
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は

ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
自
警
団
を
石
が
な
く
な
る
ま
で
攻
撃
し
、
石
が
な
く
な
る
と

人
々
を
殺
し
始
め
ま
し
た 

。
六
十
人
か
ら
七
十
人
く
ら
い
の
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が

来
ま
し
た
。
マ
ル
タ
が
引
き
連
れ
て
き
た
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
が
、
次
々
に
人
々
を

殺
し
て
い
き
ま
し
た
。
男
性
も
女
性
も
子
供
も
殺
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
た

ち
は
誰
が
記
者
た
ち
の
殺
害
に
加
わ
っ
た
か
知
っ
て
い
て
、「
彼
ら
は
（
記
者
た
ち

と
ア
ル
グ
メ
ド
を
）
殺
し
た
」
と
言
い
、
殺
害
に
参
加
し
た
罪
の
あ
る
大
人
、
若

者
を
選
び
出
し
山
に
連
れ
て
行
っ
て
殺
し
ま
し
た
。殺
害
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
人
々

は
別
に
さ
れ
ま
し
た
。
記
者
た
ち
と
ア
ル
グ
メ
ド
の
殺
害
に
加
わ
っ
た
人
々
だ
け

が
山
に
連
れ
て
行
か
れ
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、村
に
火
を
放
ち
燃
や
し
ま
し
た
。

（
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
ケ
チ
ュ
ア
語
）
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ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
は
銃
や
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
武
装
し
襲
撃
し
て
き
た
セ

ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
飛
礫
や
オ
ン
ダ
（honda 

投
石
具
）
で
闘
い
、
法
や
当
局

に
よ
る
保
護
も
な
い
ま
ま
殺
害
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
政
府
軍
に
よ

る
虐
殺
も
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

元
村
長
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
核
と
す
る
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
、
ペ
ル
ー
社
会
に
内
在
す
る
ケ
チ
ュ
ア
語
世
界
と
ス
ペ
イ
ン
語
世
界
の

間
に
い
か
に
大
き
な
距
離
が
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
が
紛
争
中
及
び
紛
争
後
を
通
じ

て
操
作
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
村
人
た
ち
の
死
に
直
接
的
、
間
接
的

に
関
わ
っ
た
二
人
の
非
先
住
民
女
性
は
ス
ペ
イ
ン
語
世
界
の
側
に
行
く
こ
と
で
、

物
理
的
だ
け
で
な
く
過
去
と
い
う
時
間
に
関
し
て
も
距
離
を
お
く
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
他
方
で
、ケ
チ
ュ
ア
語
話
者
の
人
々
は
、ガ
ヤ
ト
リ
・
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
が
『
サ

バ
ル
タ
ン
は
語
る
こ
と
が
で
き
る
か
』（
ス
ピ
ヴ
ァ
ク1998
）
で
問
う
た
よ
う
に
、

言
葉
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
世
界
か
ら
排
除
さ
れ
て

き
た
。

　

社
会
学
者
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　

社
会
的
主
体
が
社
会
界
を
実
践
的
に
知
る
た
め
に
活
用
す
る
認
識
構
造
は
、

身
体
化
さ
れ
た
社
会
構
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
社
会
界
の
中
で
「
理
に
か
な
っ
た
」

行
動
を
す
る
た
め
に
前
提
と
さ
れ
る
こ
の
社
会
界
に
つ
い
て
の
実
践
的
知
識
は
、

も
ろ
も
ろ
の
分
類
図
式
（
中
略
）、
す
な
わ
ち
種
々
の
階
級
（
年
齢
階
層
、
性
別

階
層
、
社
会
階
級
）
へ
の
客
観
的
分
割
の
産
物
で
あ
り
意
識
と
言
説
の
手
前
で

機
能
す
る
歴
史
的
な
知
覚
・
評
価
図
式
を
、
活
用
す
る
の
だ
。
こ
れ
ら
の
分
割

原
理
は
あ
る
社
会
の
基
本
構
造
が
身
体
化
さ
れ
た
結
果
生
ま
れ
た
も
の
な
の
で
、

そ
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
者
た
ち
に
共
通
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
共
通
で
意

味
の
あ
る
世
界
、
共サ
ン
ス
・
コ
マ
ン

通
の
意
味
［
常
識
］
の
世
界
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
れ
る
の
で
あ
る
（
ブ
ル
デ
ュ
ー1990:340

）。

　

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
「
階
級
」
と
い
う
言
葉
を
経
済
的
階
級
に
限
定
さ
れ
な
い
広
義

で
使
用
し
て
い
る
。
社
会
に
は
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
階
級
」
が
存
在
し
、

ペ
ル
ー
社
会
に
お
い
て
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
が
所
属
す
る「
階
級
」と
先
住
民
の
人
々

が
所
属
す
る
「
階
級
」
は
異
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
、紛
争
と
い
う
局
面
に
お
い
て
、

当
時
の
ペ
ル
ー
社
会
で
は
「
階
級
」
に
よ
っ
て
経
験
し
て
い
る
現
実
が
異
な
っ
て

い
た
。
先
住
民
地
域
で
は
す
で
に
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
テ
ロ
活
動
が
は

じ
ま
っ
て
お
り
、
村
人
た
ち
の
殺
害
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村

の
人
々
は
軍
が
介
入
し
大
規
模
な
虐
殺
と
内
戦
が
は
じ
ま
る
入
り
口
に
い
た
。
一

方
、
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
が
所
属
す
る
「
階
級
」
の
人
々
の
居
住
区
で
、
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
本
格
的
な
テ
ロ
攻
撃
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
そ
の
約
九
年
後
、

一
九
九
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

社
会
界
を
め
ぐ
る
認
識
構
造
に
お
い
て
は
、
ど
れ
が
「
共
通
の
意
味[

常
識]

の

世
界
を
生
産
」
す
る
か
と
い
う
選
択
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

選
択
の
場
に
お
い
て
権
力
関
係
、
序
列
化
が
作
用
す
る
こ
と
で
、
選
択
自
体
が
選

択
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
介
在
し
て
い
な
い
が
ご
と
く
自
明
で
「
正
し
い
」
こ
と
と

な
る
。



細
谷
広
美
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バ
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ガ
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リ
ョ
サ
委
員
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先
住
民
の
そ
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後

一
八
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オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
事
件
を
め
ぐ
る
言
説
は
、

出
来
事
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
に
規
定
さ
れ
る
。
人
々
が
出
来
事
を
ど
の
よ
う

に
経
験
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
人
々
の
そ
れ
ま
で
の
経
験
と
関
係
し
、
そ
の
文

脈
に
順
応
し
た
か
た
ち
で
立
ち
現
れ
経
験
さ
れ
る
（
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド1996

）。
真

実
委
員
会
に
お
い
て
は
そ
の
と
き
そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
た
か
と
い
う
「
真
実
」
が

追
及
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
も
そ
も
「
真
実
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
時
、

そ
の
現
場
に
い
た
人
々
に
と
っ
て
の
真
実
と
、
そ
の
後
俯
瞰
的
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
真
実
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
必
要
な
の
は
唯

一
の
真
実
の
存
在
を
前
提
と
す
る
こ
と
よ
り
も
、
人
々
が
そ
の
出
来
事
を
ど
の
よ

う
に
経
験
し
た
か
と
い
う
点
及
び
語
り
（
証
言
）
の
位
置
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
に
注

目
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
は
、

ど
の
位
置
か
ら
み
る
か
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
を
覗
き
こ
む
か

の
よ
う
に
異
な
る
姿
で
立
ち
現
れ
る
。
元
村
長
の
語
り
に
基
軸
を
お
く
と
、
こ
れ

ま
で
ス
ペ
イ
ン
語
世
界
で
語
ら
れ
て
き
た
世
界
、
ま
た
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
が
記

し
た
世
界
と
は
異
な
る
世
界
が
現
れ
て
く
る
。

　

最
後
に
、
村
で
は
実
際
に
事
件
を
経
験
し
た
人
々
の
高
齢
化
が
進
み
す
で
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
も
い
る
。
世
代
交
代
が
進
む
な
か
、
大
学
教
育
を
受
け
た
若
者
も

生
ま
れ
て
い
る
。『
記
憶
の
場
』
シ
リ
ー
ズ
を
編
集
出
版
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
ノ
ラ
は
、

記
憶
を
直
接
的
記
憶
と
間
接
的
記
憶
に
分
け
る
（
ノ
ラ2002

）。
筆
者
が
別
論
文

で
非
識
字
者
社
会
に
お
け
る
口
頭
伝
承
と
間
テ
ク
ス
ト
性
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ

た
よ
う
に
（
細
谷2008, H

osoya 2009

）、
村
の
人
々
が
真
実
和
解
委
員
会
や
そ
の

後
に
出
た
様
々
な
記
事
や
文
献
、
映
像
、SN

S

等
を
目
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
が
新
た
な
世
代
の
事
件
の
認
識
に
影
響
を
与
え
再
記
憶
化
さ
れ
間
接
記
憶

を
構
成
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
制
作
も
進
行
中
で
あ
る
。
本
稿
を
含
め
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
に
関

す
る
広
義
の
テ
ク
ス
ト
は
引
き
続
き
あ
ら
わ
れ
、
再
生
産
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

往
々
に
し
て
公
的
歴
史
に
包
摂
さ
れ
に
く
い
非
識
字
者
の
記
憶
を
い
か
に
歴
史
の

中
に
包
摂
し
て
い
く
か
。
言
語
間
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
障
壁
を
越
え
る
非
識
字
者

の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
記
録
は
、
社
会
に
内
在
す
る
権
力
関
係
に
よ
っ
て
、

出
来
事
や
記
憶
が
消
去
（
デ
リ
ー
ト
）
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
抗
す
る
方
途
で
も
あ

る
（
写
真
12
）。

【
謝
辞
】

　
本
稿
の
も
と
と
な
る
調
査
研
究
に
は
、jsps

科
研
費jp13372002, 

jp22401043, jp18K
01176, jp18H

03453

の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
方
々
の
支
援
を
う
け
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
、
民
俗
芸
術
家
の
エ
デ
ィ
ル
ベ
ル
ト
・
ヒ
メ
ネ

ス
さ
ん
、
考
古
学
者
兼
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
ケ
チ
ュ
ア
語
教
員
の
カ
ル
メ
ン
・
カ

ソ
ル
ラ
・
セ
ン
さ
ん
に
は
筆
者
の
疑
問
に
真
撃
に
御
対
応
い
た
だ
き
ケ
チ
ュ
ア
語

翻
訳
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
中

の
二
〇
二
〇
年
八
月
に
ク
ス
コ
大
学
名
誉
教
授
の
ホ
ル
へ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
・
オ
チ
ョ

ア
博
士
、
ク
ス
コ
市
長
の
リ
カ
ル
ド
・
バ
ル
デ
ラ
マ
博
士
、
メ
キ
シ
コ
国
立
人
類

学
歴
史
学
大
学
名
誉
教
授
の
リ
カ
ル
ド
・
メ
ル
ガ
ル
・
バ
オ
博
士
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
相
次
い
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
デ
ス
研
究
に
多
大
な
る



成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号
（
二
〇
二
一
）

一
九
〇

貢
献
を
さ
れ
て
き
た
、
そ
し
て
学
恩
あ
る
先
生
方
に
感
謝
の
念
と
と
も
に
心
よ
り

哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

i 

　
主
な
も
の
と
し
てCom

isión Investigadora de los Sucesos de U
churaccay 1983, 

M
ayer 1992, 2012, H

osoya 2003, C
V

R
2003, T

heidon &
 Peratta 2003, 

M
ontoya2005, 

細
谷2005,2013 , Sanchez&

Sanchez 2015, K
rajnik 2018

ii 　

リ
カ
ル
ド
・
バ
ル
デ
ラ
マ
教
授
は
ク
ス
コ
市
長
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡

大
す
る
な
か
対
策
に
心
血
を
注
い
で
お
ら
れ
た
が
、
自
ら
も
感
染
さ
れ
二
〇
二
〇
年
八
月

三
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
お
二
人
に
は
ク
ス
コ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
際

に
お
会
い
し
、
ケ
チ
ュ
ア
の
世
界
に
深
く
入
り
込
み
真
摯
に
か
つ
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
御
研
究
に
深
い
敬
意
を
抱
い
て
き
た
。
シ
ャ
イ
で
温
厚
な
お
人
柄
が
偲
ば
れ

る
。

iii 　

“Shougun

（
将
軍
）”

は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
少
年
兵
と
な
っ
て
い
た
ガ
ビ
ラ

ン
の
命
を
救
い
、
面
倒
を
見
た
政
府
軍
の
司
令
官
の
通
名
。
ガ
ビ
ラ
ン
氏
に
よ
る
と
そ
の

後
「
将
軍
」
に
会
う
こ
と
が
か
な
わ
ず
生
死
も
わ
か
ら
ず
に
い
る
（
二
〇
一
九
年
八
月
筆

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

iv  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
と
先
住
民
の
混
血
を
意
味
す
る
が
、
単
純
に
血
統
や
外
見
の
特
徴
だ
け
で

な
く
、
使
用
言
語
、
教
育
、
地
位
、
富
な
ど
、
様
々
な
要
素
か
ら
総
合
的
に
カ
テ
ゴ
リ
ー

化
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
特
定
の
個
人
が
、
場
所
（
社
会
）
や
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
な

か
で
先
住
民
と
分
類
さ
れ
た
り
、
メ
ス
テ
ィ
ソ
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ち
な
み
に

ス
ペ
イ
ン
語
は
女
性
名
詞
と
男
性
名
詞
が
あ
り
、
女
性
の
場
合
は
メ
ス
テ
ィ
サ

（m
estiza

）、男
性
の
場
合
は
メ
ス
テ
ィ
ソ
（m

estizo

）、男
女
混
交
す
る
場
合
は
メ
ス
テ
ィ

ソ
ス
（m

estizos

）
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
暫
定
的
に
メ
ス
テ
ィ
ソ
と
記
す
。
他
の
性
別

が
関
わ
る
単
語
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

v 　

車
爆
弾
の
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ミ
ラ
・
フ
ロ
ー
レ
ス
区
の
タ
ラ
タ
は
、
当

時
ク
ス
コ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
筆
者
が
首
都
リ
マ
に
行
っ
た
と
き
に
滞
在

て
い
た
家
に
近
く
、
時
々
買
い
物
に
行
っ
て
い
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
裏
で
あ
っ
た
。

vi 　

日
本
で
は
現
在
二
重
国
籍
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
フ
ジ
モ
リ
が
生
誕
し
た

当
時
は
二
重
国
籍
が
可
能
で
あ
っ
た
。

vii 　

キ
ュ
ー
バ
革
命
後
キ
ュ
ー
バ
を
去
り
、
革
命
を
続
け
た
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
は
隣
国
ボ
リ
ビ

ア
で
殺
害
さ
れ
て
い
る
。



細
谷
広
美
　
「
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
」
と
先
住
民
の
そ
の
後

一
九
一

viii 　

記
者
た
ち
が
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
を
通
ろ
う
と
し
た
日
の
朝
、
村
の
若
者
が
告
発
さ
れ
供

出
さ
れ
た
酒
を
テ
ニ
エ
ン
テ
・
ゴ
ベ
ル
ナ
ド
ー
ル
た
ち
が
飲
ん
で
い
た
件
に
つ
い
て
は
、

H
osoya2003

、
ま
た
、
真
実
和
解
委
員
会
の
最
終
報
告
書
（CV

R2003

）、

Sanchez&
Sanchez

（2015

）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ix 　

農
民
の
自
警
団
に
反
政
府
組
織
か
ら
自
衛
し
闘
う
た
め
の
銃
が
配
布
さ
れ
た
の
は
フ
ジ

モ
リ
政
権
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

x 　

た
だ
し
、
元
村
長
が
記
者
た
ち
の
殺
害
後
捕
ら
え
ら
れ
た
後
殺
害
さ
れ
た
ア
ル
グ
メ
ド

と
ミ
ゲ
ル
の
死
に
も
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
で
は
記

者
の
殺
害
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

xi 　

数
字
が
独
り
歩
き
し
な
い
た
め
に
補
足
し
て
お
く
と
、
真
実
和
解
委
員
会
に
よ
る
調
査

当
時
の
村
長
に
よ
る
と
、
真
実
和
解
委
員
会
の
最
終
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
死
亡
し
た
村

人
の
名
前
は
、
真
実
和
解
委
員
会
の
要
請
に
よ
り
、
村
会
で
死
亡
も
し
く
は
行
方
不
明
と

な
っ
た
村
人
の
名
前
を
あ
げ
て
も
ら
い
そ
の
リ
ス
ト
を
委
員
会
に
提
出
し
て
い
る
。
し
か

し
、
再
建
さ
れ
た
村
に
帰
還
し
な
か
っ
た
人
々
や
そ
の
家
族
が
お
り
、
ま
た
家
族
全
員
が

亡
く
な
っ
た
例
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
委
員
会
が
把
握
し
た
範
囲
の
数
で
あ
る
。

xii 　
「
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
」
→
ア
ヤ
ク
チ
ョ
（
ス
ペ
イ
ン
語
の
長
母
音
の
表
記
に
よ
る
）。「
セ

ン
デ
リ
ス
タ
」は
セ
ン
デ
ロ
の
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
。「
ス
ィ
ン
チ
ス
」→
シ
ン
チ
ス（sinchis

）

は
も
と
も
と
は
反
政
府
組
織
鎮
圧
の
た
め
の
特
別
組
織
を
意
味
し
た
が
、
こ
の
文
脈
で
は

政
府
軍
を
意
味
す
る
。

xiii 　

グ
ス
マ
ン
が
教
授
を
務
め
て
い
た
、
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
に
あ
る
国
立
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
バ

ル
・
デ
・
ワ
マ
ン
ガ
大
学
の
こ
と
。

xiv 　

筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

xv 　

メ
ン
デ
ィ
ビ
ル
の
母
は
、
息
子
が
ア
ヤ
ク
チ
ョ
の
山
岳
部
に
取
材
に
行
く
こ
と
を
知
り
、

前
日
に
ウ
イ
リ
ー
・
レ
ッ
ト
の
父
に
電
話
を
し
て
、
息
子
の
こ
と
を
頼
ん
で
い
る
。
筆
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

xvi 　

筆
者
は
二
〇
〇
六
年
に
ア
ン
ヘ
リ
カ
及
び
ア
ン
ヘ
リ
カ
の
親
戚
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お

こ
な
っ
て
い
る
（
ス
ペ
イ
ン
語
）。
ア
ン
ヘ
リ
カ
の
家
族
（
夫
、
娘
）
が
い
た
の
で
、
セ

ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は
控
え
た
が
、
本
人
の
口
か
ら

セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
の
関
係
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
彼
女
は
裁

判
で
の
証
言
と
同
様
に
、
事
件
が
起
こ
る
ま
で
村
で
は
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー

を
見
か
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
語
っ
た
。
ア
ン
ヘ
リ
カ
は
シ
ン
グ
ル
・
マ
ザ
ー
で
あ
っ

た
が
、
事
件
後
に
同
じ
く
教
員
を
し
て
い
た
現
在
の
夫
と
知
り
合
い
結
婚
し
て
い
る
。
ア

ン
ヘ
リ
カ
の
夫
は
ア
ン
ヘ
リ
カ
の
過
去
に
つ
い
て
知
ら
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ヘ
リ

カ
が
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
教
員
に
な
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、Sanchez&

Sanchez 
2015

に
詳
し
い
。

xvii 　

マ
ル
タ
の
名
は
、
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
調
査
委
員
会
の
報
告
書
、
お
よ
び
真
実
和
解
委

員
会
の
最
終
報
告
書
等
に
実
名
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
仮
名
と
す
る
。

xviii 　

筆
者
は
二
〇
〇
六
年
に
マ
ル
タ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
が
（
ス
ペ
イ
ン
語
）、
本
人

が
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
と
の
関
係
や
過
去
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
マ
ル
タ

の
過
去
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
様
子
の
夫
も
同
席
し
て
い
た
の
で
、
マ
ル
タ
に
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　
　

ま
た
、
筆
者
は
チ
ャ
カ
バ
ン
バ
に
戻
り
一
人
で
住
ん
で
い
た
マ
ル
タ
た
ち
の
母
に
も

二
〇
〇
六
年
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
（
ケ
チ
ュ
ア
語
）。
マ
ル
タ
の
母
は
、
息
子
た
ち

の
死
に
つ
い
て
は
語
っ
た
が
、
マ
ル
タ
と
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
関
係
に
つ
い
て
は
語

ら
な
か
っ
た
。
本
当
に
知
ら
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
マ
ル
タ
と
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の

関
係
や
マ
ル
タ
が
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
の
人
々
を
虐
殺
し
復
讐
を
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
て

も
語
ら
な
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
二
人
の
息
子
を
喪
っ
た
高
齢
の
彼
女
に
尋
ね
る

こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
女
は
二
〇
二
〇
年
八
月
十
二
日
に
ア
ヤ
ク
チ
ョ
市
で
逝
去
し
た
。

xix 　

甥
に
あ
た
る
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
息
子
は
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
の
容
疑

で
エ
ル
・
フ
ロ
ン
ト
ン
島
に
あ
っ
た
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ペ
ル
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
が
殉
教
者
と
み
な
す
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
の
息
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
協
会
の
尽
力
に
よ
り
、
エ
ル
・
フ
ロ
ン
ト
ン
島
で
起
こ
っ
た
囚
人
の
暴
動
を
政
府
が
武

力
制
圧
し
て
多
く
の
囚
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
の
直
前
に
釈
放
さ
れ
命
拾
い
し
て
い
る
。

xx 　

メ
ン
デ
ィ
ビ
ル
の
母Gloria T

relles de M
endívil

さ
ん
は
、
二
〇
一
九
年
四
月

二
十
四
日
に
八
十
七
歳
で
逝
去
し
て
い
る
。

xxi 　
「
記
憶
の
場
、
寛
容
と
社
会
的
包
摂
」
博
物
館
に
お
け
る
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
事
件
を
め
ぐ
る

展
示
。
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ョ
サ
委
員
会
に
よ
る
ウ
チ
ュ
ラ
ハ
イ
村
で
の
調
査
時
に
録
音
さ
れ

た
村
人
た
ち
と
の
会
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
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写真1  ウチュラハイ村で調査するバルガス＝リョサ、1983年2月11日。
The New York Times Magazine1983年7月31日　El Lugar 
de la Memori, la Tolerancia y la Inclusión Social：LUM
（「記憶の場：寛容と社会的包摂」博物館）（リマ）の展示。

写真2  ジャーナリストたちが殺害された場所、遺族たちによって十字架がたてられた
（筆者撮影）
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写真3  記者たちを顕彰するウチュラハイの公園「平和と和解の聖地」（筆者撮影）

写真4  「彼らは真実のために死した、我々は真実のために闘おう」（国際ジャーナリ
スト協会、ペルージャーナリスト協会）（筆者撮影）
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写真5  下写真。ウチュラハイ村で殺害された記者たち（ワイチャオ村に向かう途中、
写真に写っていないオクタビオ・インファンテが撮影したと考えられる。LUM
の展示

写真6 �海軍の基地が建設された後、現在は再度スタジアムとなっている。山の向こ
う側の高地にウチュラハイ村を含む先住民村が散在していた。紛争中は廃墟
となった村も少なくなく、多くの人々が国内避難民となった。（筆者撮影）
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写真7  スタジアムに建設された海軍施設で多くの人々が行方不明になった。紛争後
再建されたスタジアムに軍施設で拷問がおこなわれていたことを示す壁画が
描かれた。（筆者撮影）

写真8  ウィリー・レットが撮影した写真。LUMの展示。
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写真9  裁判（バルガス・リョサ）LUMの展示。

写真10  ウチュラハイ村のコルタモンテ（Cortamonte：カーニバルの頃におこなわれる
様々な品を吊るした木を切る遊び、ユンサYunzaともいう）でイラクサを手に踊る
人 （々2002年）。右端筆者。
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写真11  LUMにはマルタ（仮名）が殉教者としての兄たちを歌ったワイノのカセットが
展示されている。LUMの展示。

写真12  海抜4000ｍ近い高地の学校でサッカーをして遊ぶ子どもたち（筆者撮影）


